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広報 2平成25年４月号

特集 予算報告

平
成
25
年
度 

予
算
報
告

踏
み
だ
そ
う
・
つ
な
ん
・
新
時
代

平
成
25
年
度
予
算
が
３
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
町
議
会
定
例
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
昨
年

よ
り
約
３
億
５
千
万
多
い
、
１
２
２
億
２
２
４
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
予
算
は
、一
般
会
計
予
算
が
対
前
年
比
３

％
増
の
65
億
７
，３
０
０
万
円
、国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
、

病
院
事
業
な
ど
特
別
会
計
と
合
わ
せ
た
総
額
は
、対
前
年

比
1.2
％
増
の
１
２
２
億
２
，２
４
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
重
点
施
策
は
、福
祉
分
野
で
は
新
た
に
妊
産
婦
医

療
費
助
成
を
開
始
。ま
た
昨
年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行

っ
た
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
の
屋
根
改
修
工
事
、町
立
病
院
へ
の

運
営
費
補
助
や
、保
育
料
引
き
下
げ
に
よ
り
保
護
者
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。農
林
・
地
域
振
興
の
分
野

で
は
、小
水
力
発
電
推
進
に
向
け
た
計
画
設
計
、シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
カ
ー
導
入
事
業
へ
の
運
営
費
補
助
や
秋
山
郷
観
光
基
盤

整
備
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。土
木
・
防
災
の
分
野
で
は

美
雪
町
公
営
住
宅
の
建
替
え
工
事
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
基
地
整

備
工
事
、孤
立
集
落
対
策
と
し
て
秋
山
郷
地
域
の
集
落
に

衛
星
携
帯
電
話
の
配
備
を
し
ま
す
。教
育
分
野
で
は
苗
場
山

麓
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
の
為
の
準
備
室
を
設
置
、津
南
中

学
校
体
育
館
耐
震
補
強
工
事
や
ス
ポ
ー
ツ
関
係
事
業
等
業

務
委
託
を
行
う
な
ど
、本
年
度
は
新
規
目
玉
事
業
が
多
岐

に
わ
た
り
ま
す（
項
目
別
は
４
～
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

依
然
と
し
て
財
政
運
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

現
下
の
経
済
情
勢
に
即
応
す
る
た
め
、
事
務
事
業
の
見
直

し
に
よ
る
経
費
削
減
を
さ
ら
に
徹
底
し
、
最
小
の
経
費
で

行
政
効
果
の
最
大
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

区       　　分 平成25年度 対前年比（％）

一般会計 65億7300万円 3.0

特
別
会
計
・
事
業
会
計

国民健康保険特別会計 12億1771万円 0.1

後期高齢者医療特別会計 1億1519万円 △ 0.5

介護保険特別会計 15億3184万円 3.3

簡易水道特別会計 1億1419万円 △ 60.1

下水道事業特別会計 3億6766万円 3.1

農業集落排水事業特別会計 3億8679万円 33.2

病院事業会計 19億1607万円 △ 1.7

計 56億4945万円 △ 0.8

合　　　計 122億2245万円 1.2

歳  入 一般会計65億7300万円の内訳

自主財源（町が自主的に収入とすることができる財源）
■町税

町が独自で課税 ･ 徴収することができる税金で町民税、固

定資産税、軽自動車税など。

■諸収入
延滞金、預金利子、雑入などの他の科目に含まれない金額。

■繰越金
前年度から今年度へ持ち越した金額。

依存財源（国や県から交付される財源や町債）
■地方交付税

全国の市町村が標準的な行政運営が行えるように国から

町に交付されるお金。

■町債
公共施設の整備など長期間にわたって利用でき、多額の経

費が必要なものの財源に充てる町の借入金。

■国庫支出金
特定の事業に対して、国が町へ交付する補助金。

■県支出金
特定の事業に対して、その財源の一部を県が支出するお金。

■地方消費税交付金
地方消費税の一部を財源として、県が人口と従業者数で按

あん

分し、町に交付するお金。

依
存
財
源
73.9％

9億9846万円
町税

（15.2％）

28億7000万円
地方交付税
（43.7％）

6億9220万円
町債

（10.5％）

目的別
歳　入

9472万円
その他（1.4％）

5億6801万円
県支出金
（8.7％）

5億3208万円
国庫支出金
（8.1％）

1億0026万円
地方消費税交付金（1.5％）

自主財源
26.1％ 3億5510万円

繰入金（5.4％）

1億5000万円
繰越金（2.3％）

1億0884万円
その他（1.6％）

1億0333万円
諸収入（1.6％）

用語の説明
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平成25年度　津南町　予算報告

歳  出 一般会計65億7300万円の内訳

■民生費
高齢者、障害者、乳幼児に対する福祉など、安定した社会生活を保障する

ための経費。

■教育費
小中学校の施設や、教育、公民館、社会教育など教育関係の経費。

■農林水産業費
農林業の振興や土地改良事業などに使われる経費。

■衛生費
健康の維持増進や環境整備など、健康で衛生的な生活を維持するための経費。

■総務費
自治振興、広報、戸籍、住民票、選挙、統計など役場運営の全般的な経費。

■土木費
道路や河川の維持管理、整備などの経費。

■公債費
町の借入金の元金や利子を支払うための経費。

■消防費
広域消防への負担金や、消防団の運営にかかる経費。

■商工費
商工業の振興、観光の振興にかかる経費。

目的別
歳　出

16億2241万円
民生費
（24.7％）

5億7820万円
総務費
（8.8％）

8億0971万円
教育費
（12.3％）

6億0581万円
衛生費
（9.2％）

7億3345万円
農林水産業費
（11.2％）

9億6784万円
土木費
（14.7％）

4億8470万円
     公債費（7.4％）

3億2237万円
消防費（4.9％）

2億6618万円
商工費（4.0％）

1億8233万円
その他（2.8％）

用語の説明

一般会計予算を町民ひとり当たりで計算すると…614,874円

商 工 費

24,900s17,056s

その他（議会費・労働費等）

総 務 費

54,088s

30,156s

消 防 費

教 育 費

75,745s56,671s

衛 生 費

土 木 費

90,537s45,341s

公 債 費

民 生 費

151,769s

農林水産費

68,611s

●平成 25 年度４月１日現在の人口 10,690 人で換算
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特集 予算報告

今
年
度
の
主
な
予
算
の
使
い
道

■
地
域
起
こ
し
に
力
強
い
味
方
を

　
（
協
力
隊
設
置
事
業
費
７
３
５
万
円
）

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
の
減
少
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
中
、
地
域
力
が
低
下
し
て
お
り
、

将
来
に
お
い
て
集
落
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

ま
す
。

■
小
水
力
の
発
電
計
画

　
（
概
略
設
計
費
７
９
７
万
円
）

　

次
年
度
以
降
の
売
電
を
目
指
す
た
め
に
、
現

存
の
ダ
ム
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電
実
施
の
た

め
の
概
略
を
設
計
し
ま
す
。

■
農
産
物
認
証
制
度
補
助

　
（
農
産
物
認
証
制
度
補
助　

２
０
０
０
万
円
）

　

平
成
23
年
度
に
開
始
し
た
認
証
米
の
作
付
け

補
助
を
継
続
し
ま
す
。

■
お
買
い
物
が
便
利
に
な
り
ま
す
。

　
（
利
便
性
向
上
モ
デ
ル
事
業
２
８
８
万
円
）

　

団
体
が
実
施
す
る
買
い
物
弱
者
対
策
に
対
す

る
運
営
費
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
買
い
物

弱
者
で
あ
る
お
年
寄
り
が
よ
り
便
利
に
買
い
物

が
出
来
る
よ
う
に
し
ま
す
。

■
秋
山
郷
観
光
基
盤
工
事

　
（
秋
山
郷
観
光
基
盤
工
事
３
４
５
４
万
円
）

　

見
玉
、
見
倉
、
逆
巻
、
大
赤
沢
に
あ
る
観
光
施

設
を
整
備
し
、
秋
山
郷
の
観
光
振
興
を
図
り
ま
す
。

■
観
光
施
設
修
繕
費

　
（
観
光
施
設
維
持
管
理
事
業
１
３
９
３
万
円
）

町
内
の
温
泉
施
設
の
修
繕
工
事
や
備
品
購
入
を

行
い
、
施
設
の
延
命
と
利
用
者
の
健
康
増
進
に

寄
与
し
ま
す
。

■
保
育
園
の
駐
車
場
を
整
備
し
ま
す

　
（
用
地
購
入
事
業
費
１
５
７
４
万
円
）

　

保
育
園
敷
地
の
隣
接
す
る
土
地
を
購
入
す
る

こ
と
で
、
将
来
的
に
駐
車
場
用
地
と
し
て
整
備

す
る
予
定
で
す
。

■
妊
産
婦
の
受
診
に
補
助
を

　
（
妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業
１
６
８
万
円
）

　

妊
産
婦
が
医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
の
医
療

費(

保
険
医
療
に
よ
る
自
己
負
担
額)

に
対
し

て
助
成
し
ま
す
。

■
医
学
生
等
修
学
資
金
貸
付
事
業

　
（
医
学
生
等
修
学
資
金
貸
付
事
業
５
７
６
万
円
）

　

意
思
や
薬
剤
師
、
作
業
療
養
士
、
看
護
士
に

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
で
、
町
立
病
院

に
勤
め
て
く
だ
さ
る
方
を
育
て
ま
す
。

■
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
の
補
修
を
し
ま
す

　
（
補
修
事
業
４
９
８
９
万
円
）

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
の
屋
根
の
葺
き
替
え
や
施

総
　
務

農
　
林

商
　
工

福
祉
保
健

　

都
市
住
民
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
地
域
お

こ
し
活
動
支
援
、
農
林
業
の
応
援
や
、
住
民
の

生
活
支
援
な
ど
に
従
事
し
な
が
ら
、
あ
わ
せ
て

定
住
・
定
着
を
図
り
ま
す
。

設
修
繕
を
行
い
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り
町
民

の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
し
ま
す
。

　

30
㎏
換
算
で
５
０
０
円
×
４
万
袋
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

↑美しい景観の残る結東の石垣田

↑芦ヶ崎方面から見たクアハウス津南
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平成25年度　津南町　予算報告

■
町
単
町
道
改
良
舗
装
事
業

　（
町
単
町
道
改
良
舗
装
事
業
２
０
６
０
０
万
円
）

　
道
路
の
交
通
安
全
と
利
便
性
向
上
の
た
め
の

改
良
舗
装
や
防
雪
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

■
美
雪
町
町
営
住
宅
建
設
事
業

　（
美
雪
町
町
営
住
宅
建
設
事
業
２
１
１
５
７
万
円
）

　
美
雪
町
の
老
朽
化
し
た
町
営
住
宅
８
戸
に
つ

い
て
、
町
所
有
の
旧
農
政
局
事
務
所
、
倉
庫
等

を
解
体
し
、
そ
の
場
所
を
利
用
し
、
新
し
く
２

棟
（
１
棟
４
戸
）
を
建
設
、
移
転
し
ま
す
。

■
町
の
防
災
行
政
用
無
線
機
の
更
新

■
衛
星
携
帯
電
話
購
入
費

　
（
防
災
備
品
購
入
事
業
２
３
１
万
円
）

　

孤
立
対
策
と
し
て
、
秋
山
郷
の
６
集
落
に
衛

星
携
帯
電
話(

特
定
の
基
地
局
で
は
な
く
、
地

球
の
周
り
を
回
っ
て
い
る
衛
星
か
ら
電
波
を
拾

う
形
式)

い
わ
ゆ
る
災
害
に
強
い
携
帯
電
話
を

設
置
し
ま
す
。

■
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
基
地
整
備

　
（
離
着
陸
場
整
備
事
業
２
８
６
６
万
円
）

　

な
じ
ょ
も
ん
駐
車
場
に
消
雪
用
井
戸
掘
削
な

ど
の
整
備
を
行
い
、
33
ｍ
×
33
ｍ
の
着
陸
地
点

■
津
南
中
学
校
体
育
館
耐
震
補
強

　
（
学
校
施
設
整
備
事
業
１
９
１
２
４
万
円
）

　

津
南
中
体
育
館
の
耐
震
型
天
井
パ
ネ
ル
設
置

な
ど
の
耐
震
・
補
強
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
耐
震
診
断
や
設
計
の
委
託
は
平
成
24

年
度
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

　
（
推
進
準
備
事
業
３
０
８
万
円
）

建
　
設

消
　
防

教
　
育

を
整
備
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
冬
期
間
も
ヘ
リ

ポ
ー
ト
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
　
「
町
ま
る
ご
と
博
物
館
」
構
想
に
基
づ
き
、

文
化
財
と
観
光
を
総
合
的
に
整
備
す
る
こ
と
で
、

津
南
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
た
め
に
ま
ず
、

ジ
オ
パ
ー
ク
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
す
る
こ
と
を

目
標
に
推
進
準
備
室
を
設
置
し
ま
す
。

　
（
６
ペ
ー
ジ
に
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
特
集
記

事
が
あ
り
ま
す
。）

■
ス
ポ
ー
ツ
関
係
事
業
等
業
務
委
託
事
業

　
（
事
業
等
業
務
委
託
事
業
９
９
１
万
円
）

　

民
間
活
力
の
注
入
に
よ
り
、
行
政
が
行
っ
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
関
係
事
業
を
委
託
す
る
こ
と
で
、

事
業
の
活
性
化
を
図
り
、
雇
用
の
拡
大
や
参
加

者
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

↑建設予定の町営住宅（写真は平成 21 年に建てられた B 棟）

↑現在の中津川渓谷が作り出した「大地の履歴」

↑中津小グラウンドに着陸するドクターヘリ
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ＱＱ

信
仰
の
対
象　

苗
場
山

　

古
い
に
し
え

か
ら
、こ
の
津
南
大
地
に
立
っ
た
人
々
は
、

き
っ
と
南
に
そ
び
え
る
苗
場
の
山
を
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
の
一
つ
に
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。そ
の
山
頂
の
標
高
は
２
１
４
５
・
３
ｍ
、

日
本
百
名
山
の
一
つ
で
す
。高
原
的
で
平
坦
な

山
頂
に
は
、約
６
，０
０
０
の
池ち

塘と
う

が
散
在
し

ま
す
。こ
の
池
塘
に
は
ミ
ヤ
マ
ホ
タ
ル
イ
、タ
テ

ヤ
マ
ス
ゲ
、ヤ
チ
ス
ゲ
、ミ
タ
ケ
ス
ゲ
、ワ
タ
ス

ゲ
な
ど
の
高
山
植
物
が
繁は

ん

茂も

し
、苗
代
田
の
よ

う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
昔
か
ら「
御お

苗な
え

場ば

」と

呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
山
は
精
神
世
界
に
お
い
て
も

神
々
の
象
徴
と
さ
れ
る
山
で
あ
り
、
昔
か
ら

信
仰
の
対
象
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
山
頂
に
建

立
さ
れ
て
い
る
伊い

米め

神じ
ん

社じ
ゃ

の
社
伝
に
よ
れ
ば
、

そ
の
創
建
は
天
平
９
（
７
３
７
）
年
で
あ
る

と
い
い
ま
す
。
奈
良
時
代
で
京
都
薬
師
寺
東

塔
が
建
立
さ
れ
た
頃
で
す
。
ま
た
、
平
安
時

代
に
書
か
れ
た
書
物
で
あ
る
『
延え

ん

喜ぎ

式し
き

神し
ん

名め
い

帳ち
ょ
う

』
に
よ
れ
ば
魚
沼
郡
に
あ
っ
た
神
社
五
座

の
一
つ
が
伊
米
神
社
で
あ
り
、
そ
の
比
定
地

が
苗
場
山
頂
に
鎮
座
す
る
伊
米
神
社
と
す
る

説
が
有
望
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
苗
場
山
は
、
昔
か
ら
私
た
ち

の
心
の
拠よ

り
所
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
近
世
に
入
る
と
、
蒲か

ん

原ば
ら

平
野
の
人
々

は
伊
米
神
社
を
稲
作
の
神
様
と
し
て
祀ま

つ

り
、

「
苗
場
信
仰
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
を
村
の
あ

ち
こ
ち
に
造
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
苗
場

講
と
称
す
る
講
中
ら
は
苗
場
山
に
参
拝
登
山

し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
山
頂
に
神
の

苗
代
田
が
広
が
る
苗
場
山
は
、
農
耕
の
神
様

と
し
て
祀
ら
れ
て
き
た
歴
史
文
化
を
持
つ
山

な
の
で
す
。

　

こ
の
苗
場
山
の
履
歴
は
古
く
、約
30
万
年
前

に
遡

さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。そ
の
頃
、苗
場
山
は
活
火
山
と

し
て
の
活
動
期
が
あ
り
、爆
発
を
起
こ
し
、大

量
の
溶
岩
を
噴
出
し
流
し
ま
し
た
。そ
の
溶

岩
流
は
、苗
場
火
山
よ
り
も
古
く
約
60
万
年

前
に
爆
発
し
た
鳥と

り

甲か
ぶ
と

山や
ま

溶
岩
流
の
上
に
堆
積

し
た
土
の
上
を
流
れ
下
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。す
な
わ
ち
、日
本
海
の
浜
辺
が
も
う

少
し
内
陸
部
に
あ
っ
た
頃
、鳥
甲
山
が
噴
火
し
、

そ
の
後
に
苗
場
山
が
爆
発
し
た
の
で
し
た
。こ

の
２
回
に
わ
た
る
溶よ

う

岩が
ん

泥で
い

流り
ゅ
う

は
、性
質
の
異
な

る
溶
岩
で
あ
り
、土
の
層
を
上
下
で
挟
み
堆
積

し
て
い
る
様
子
が
清
水
川
原
の
中
津
川
左
岸

岩
壁
で
見
ら
れ
ま
す
。つ
ま
り
、苗
場
溶
岩
の

上
層
に
堆
積
し
た
ロ
ー
ム
層
と
鳥
甲
溶
岩
の

上
層
に
堆
積
し
た
土
の
層
に
樹
木
が
繁
茂
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、秋
に
は
上
下
２
段
に
分
か

れ
て
色
づ
き
、日
本
一
の
由
緒
あ
る
紅
葉
錦
絵

が
見
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

め
ざ
せ
！ 

苗な

え

場ば

山さ

ん

ろ

く麓
ジ
オ
パ
ー
ク

—

苗
場
山
の
麓ふ
も
と

に
ひ
ろ
が
る
日
本
一
の
河
岸
段
丘
と
縄
文
の
里—

津
南
町
教
育
委
員
会　

文
化
財
班

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
？

　

ジ
オ
（
地
球
）
に
親
し
み
、
ジ
オ
を

学
ぶ
旅
、
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
楽
し
む

場
所
が
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。
山
や
川
を

よ
く
見
て
、
そ
の
成
り
立
ち
と
し
く
み

に
気
付
き
、
生
態
系
や
人
間
生
活
と
の

関
わ
り
を
考
え
る
場
所
で
す
。
足
元
の

地
面
の
下
に
あ
る
岩
石
か
ら
宇
宙
ま

で
、
数
十
億
年
の
過
去
か
ら
未
来
ま

で
、
山
と
川
と
海
と
大
気
と
そ
こ
に
住

む
生
物
に
つ
い
て
考
え
る
、
つ
ま
り
地

球
を
丸
ご
と
考
え
る
場
所
、
そ
れ
が
ジ

オ
パ
ー
ク
で
す
。

世
界
遺
産
と
の
違
い
は
？

　
「
文
化
遺
産
」、「
自
然
遺
産
」お
よ
び

そ
の
両
者
の
要
素
を
兼
ね
備
え
た「
複

合
遺
産
」の〝
保
護
〟を
目
的
と
し
て
い

る
世
界
遺
産
に
対
し
、対
象
地
域
を
保

護
し
な
が
ら
そ
れ
ら
を
継
続
的
に
活
用

（
教
育
や
観
光
等
）す
る
こ
と
に
重
き
を

置
い
て
い
る
の
が
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
の
支
援
に
よ
っ
て
、２
０
０
４

苗場山山頂

苗
場
山
の
活
動
と

　
　
　
　

大
地
の
履り

歴れ
き

ジ
オ
パ
ー
ク

　
　
　
　

Ｑ
＆
Ａ
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めざせ！　苗場山麓ジオパーク　

１
０
０
万
年
の
津
南
ロ
マ
ン

　

津
南
ロ
マ
ン
の
淵ふ

ち

は
深
く
、こ
の
60
万
年
前

に
噴
火
し
た
鳥
甲
山
の
火
山
灰
は
、現
在
、出

雲
崎
ま
で
降
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、研
究
者
の

探
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、こ
の

60
万
年
前
の
鳥
甲
山
溶
岩
の
下
に〈
０
３
０

火
山
灰
〉と
呼
ば
れ
る
火
山
灰
が
堆
積
し
て

お
り
、そ
の
上
層
か
ら「
古
型
マ
ン
モ
ス
類
の

臼
歯
化
石
」を
当
時
の
中
学
生
が
発
見（
昭
和

41
年
）し
て
い
ま
す
。こ
の
古
型
マ
ン
モ
ス
類
の

臼
歯
化
石
は
、１
１
５
万
年
前
に
堆
積
し
た

０
３
０
火
山
灰
層
の
上
２
メ
ー
ト
ル
の
と
こ

ろ
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
１
１
５
万

年
よ
り
少
し
新
し
い
化
石
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
て
い
ま
す
。こ
の
化
石
は
、平
成
25
年
３

月
に
津
南
町
文
化
財
指
定
を
受
け
、農
と
縄

文
の
体
験
実
習
館〝
な
じ
ょ
も
ん
〟で
保
管
・
公

開
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
古
型
マ
ン
モ
ス
類
の
臼
歯
化
石
が
公

開
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
日
本
象
化
石

が
研
究
学
界
か
ら
熱
い
視
線
を
浴
び
、
全
身

骨
格
化
石
存
在
の
可
能
性
を
含
ん
だ
学
術
的

調
査
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

津
南
ロ
マ
ン
の
淵
は
さ
ら
に
深
く
、
米
原

や
沖
ノ
原
に
広
が
る
高
位
段
丘
面
に
延
し
上

が
る
よ
う
な
山
体
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
・
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
や
妙
法
牧
場
が
立
地
す
る

起
伏
に
富
ん
だ
緩
や
か
な
山
体
の
基
盤
が
苗

場
溶
岩
流
で
あ
り
、
そ
の
先
端
部
か
ら
豊
富

な
伏ふ

く

流り
ゅ
う

水す
い

が
湧
き
出
し
、
そ
の
一
つ
が
日
本

百
名
水
の
「
竜
ケ
窪
の
水
」
な
の
で
す
。

　

さ
ら
に
苗
場
山
か
ら
流
れ
下
っ
た
溶
岩
は

北
側
、
北
西
側
に
広
が
り
、
現
在
の
中
津
川

渓
谷
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
約
30
万
年
以
降
に

地ち

殻か
く

変へ
ん

動ど
う

を
受
け
、
大
規
模
な
山
体
崩
落
と

浸
食
を
繰
り
返
し
、
現
在
の
中
津
川
渓
谷
が

形
成
し
た
「
大
地
の
履
歴
」
が
分
か
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
は
、「
大
地
の
履
歴
か
ら

探
る
災
害
―
大
地
と
自
然
、
そ
し
て
人
―
」

と
題
し
農
と
縄
文
の
体
験
実
習
館
〝
な
じ
ょ

も
ん
〟
秋
季
企
画
展
示
（
会
期
：
９
月
７
日

～
11
月
17
日
）
と
し
て
公
開
す
る
予
定
で
す
。

岩壁は苗場溶岩（上）と鳥甲溶岩（下）

古型マンモス類の臼歯化石

見事な柱状節理（中津川岸壁・逆巻付近）

年「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
は
、こ
の
機
関
が
認
定
す
る
自
然
の

公
園
で
、地
球
科
学
的
に
貴
重
な
遺
産

を
保
護
し
な
が
ら
、そ
れ
ら
を
地
域
の

学
習
や
防
災
教
育
、観
光
に
活
用
し
持

続
的
な
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
る
に
は
？

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
申
請
し
、

書
類
審
査
と
現
地
審
査
を
受
け
、合
格

す
る
と
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
認
定

さ
れ
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
に

認
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
？

　

現
在
27
カ
国
、
89
地
域
が
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会

に
よ
っ
て
25
地
域
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
て
い
て
、そ
の
内
５
地
域
が

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
も
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、ヒ
ス
イ
文

化
や
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
西
側
の
断
層

「
糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線
」が
通
る
貴
重

な
地
質
を
見
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
糸
魚

川
ジ
オ
パ
ー
ク（
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
も

認
定
）が
あ
り
ま
す
。
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町まるごと博物館

カルチャー
（歴史文化・伝統）

エ コ
（環境・動植物）

ジ オ
（地球・地形・地質）

カルチャー
（歴史文化・伝統）

エ コ
（環境・動植物）

ジ オ
（地球・地形・地質）

　

こ
の
よ
う
に
津
南
の
大
地
は
、
火
山
活
動

か
ら
始
ま
る
履
歴
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
地
球

の
息
吹
が
造
り
だ
し
た
地
勢
環
境
で
す
。
そ

の
環
境
と
気
象
が
相
ま
っ
て
多
様
な
生
態
環

境
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

我
々
人
類
は
、
こ
の
津
南
大
地
に
生
育
し

た
生
態
系
を
熟
知
し
、
そ
れ
ら
を
資
源
と
し

て
利
用
し
て
旧
石
器
時
代
、
縄
文
時
代
と
経

て
、
古
代
、
中
世
の
戦
乱
を
経
験
し
て
、
近

代
・
文
明
化
を
通
し
て
現
在
に
至
る
歴
史
を

紡つ
む

い
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
奥
越
後
雪
国

文
化
」
で
あ
り
、
そ
の
基
層
に
は
一
万
年
間

森
と
共
生
・
共
鳴
し
た
「
縄
文
文
化
」
が
あ

り
ま
す
。

「
町
ま
る
ご
と
博
物
館
」

　
　
　
　
　
　

  

と
し
て

保
護
し
な
が
ら

　

  

教
育
や
観
光
に
活
用

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
苗
場
山
麓
は
、
大
地
で

あ
る
「
ジ
オ
」
と
動
植
物
を
育
む
「
エ
コ
」、

そ
し
て
、
そ
の
上
に
人
類
の
歴
史
文
化
で
あ

る
「
カ
ル
チ
ャ
ー
」
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
呼
ぶ
「
苗
場
山
麓
」
と
は
、
志

久
見
川
・
中
津
川
・
清
津
川
の
信
濃
川
三
大

支
流
域
を
包ほ

う

括か
つ

す
る
地
理
的
範
囲
の
総
称
で

す
。
す
な
わ
ち
、
津
南
町
、
栄
村
、
旧
中
里

村
の
範
囲
で
す
。
そ
の
地
理
的
範
囲
は
、
素

晴
ら
し
い
地
質
学
的
景
観
や
歴
史
文
化
的

景
観
、
自
然
環
境
や
そ
れ
を
背
景
と
す
る
文

化
的
景
観
、
そ
し
て
遺
跡
や
史
跡
な
ど
が
数

多
く
点
在
し
ま
す
。
そ
れ
ら
を
面
的
に
捉と

ら

え
、

そ
の
保
護
と
保
全
活
動
を
通
し
て
、
郷
土
教

育
や
地
学
教
育
、
さ
ら
に
は
防
災
教
育
を
展

開
す
る
野
外
博
物
館
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
）
と
し
て
認
識
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
野
外
博
物
館
を
〈
ユ
ネ
ス
コ
ブ
ラ
ン

ド
〉で
あ
る『
ジ
オ
パ
ー
ク（
大
地
の
公
園
）』

と
し
て
申
請
し
、
新
た
な
る
観
光
振
興
の
起

爆
剤
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
「
め
ざ
せ
！

ジ
オ
パ
ー
ク
」
な
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、地
域
の
宝
物（
自
然
景
観

や
環
境
、遺
跡
）を
住
民
の
手
で
優
し
く
保
全

し
、心
を
込
め
て
活
用
し
、来
町
者
に
温
も
り
の

あ
る
お
も
て
な
し
を
展
開
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
子
ど
も
達
が
、
自
ら
の
祖

父
母
が
生
ま
れ
育
っ
た
郷
土
の
歴
史
を
学
習

す
る
場
、
自
ら
が
ど
こ
に
向
か
っ
て
生
き
て

い
く
の
か
を
考
え
、
生
き
る
力
と
知
恵
を
身

に
着
け
て
い
く
教
育
の
場
と
し
て
ひ
ろ
く
活

用
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

火焔型土器　沖ノ原遺跡出土　Photo by T.Ogawa

五感を通して学ぶ

河岸段丘（マウンテンパーク津南からの眺望）石落としの岩壁

津
南
に
は
ど
ん
な
ジ
オ
サ
イ
ト

（
地
形
や
地
質
を
観
察
す
る
場

所
）
が
あ
る
の
？

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
準
備
室
で
は
約
50

カ
所
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
部
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
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持
続
可
能
な

　
　

地
域
の
活
性
化

ジ
オ
パ
ー
ク

　
　

登
録
へ
向
か
っ
て

　

そ
れ
を
五
感
を
通
し
て
子
ど
も
達
に
伝
え

る
の
が
地
域
シ
ル
バ
ー
の
方
々
で
す
。
そ
こ

に
は
世
代
を
超
え
た
交
流
と
地
域
文
化
の
継

承
が
あ
り
、
そ
こ
で
育
っ
た
子
ど
も
達
は
、

自
か
ら
の
言
葉
で
郷
土
の
素
晴
ら
し
さ
を
語

る
こ
と
の
で
き
る
「
津
南
っ
子
」
で
あ
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
で
め
ざ
す
地
域
活

性
化
の
も
う
一
つ
が
観
光
振
興
で
す
。

　

近
年
、
エ
コ
ツ
ア
ー
や
体
験
ツ
ア
ー
が

ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
に
つ
い

て
動
植
物
の
自
然
観
察
を
し
た
り
農
家
に
宿

泊
し
て
農
業
体
験
を
す
る
な
ど
、
体
感
し
学

ぶ
こ
と
を
主
と
し
た
ツ
ア
ー
で
す
。
こ
の
対

象
を
地
形
や
地
質
、
そ
の
上
に
形
成
さ
れ
た

歴
史
文
化
な
ど
に
し
た
も
の
が
「
ジ
オ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
普
段
私
た

ち
が
見
慣
れ
て
い
る
地
形
や
地
質
も
、
ガ
イ

ド
に
よ
っ
て
、
そ
の
成
り
立
ち
や
そ
こ
に
息

づ
く
動
植
物
そ
し
て
人
が
密
接
に
関
係
し
て

い
る
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
知
識

と
感
動
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
を

よ
く
知
る
地
域
住
民
が
ガ
イ
ド
と
な
り
、
地

元
住
民
と
の
交
流
を
は
か
り
な
が
ら
、
郷
土

料
理
や
特
産
物
、
土
産
物
な
ど
、
そ
の
土
地

の
魅
力
を
十
分
に
堪た

ん

能の
う

し
て
も
ら
う
ツ
ア
ー

と
な
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
ツ

ア
ー
と
地
域
住
民
と
の
繋つ

な

が
り
に
よ
っ
て
ま

た
訪
れ
た
く
な
る
、
人
に
教
え
た
く
な
る
場

所
と
な
り
来
訪
者
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
、
大
好
き
で
誇
れ
る
「
苗
場

山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
」
は
、
町
外
の
人
々
が
訪

れ
た
く
な
る
魅
力
あ
る
大
地
の
公
園
で
あ
り
、

活
気
の
あ
る
快
適
で
住
み
よ
い
町
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　

今
月
１
日
か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
準
備
室

を
教
育
委
員
会
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、来
年
３
月
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

へ
の
申
請
に
備
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行

う
部
署
で
す
。来
月
20
日
に
は
、ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
の
公
開
審
査
の
場
と
な
る
日
本
地
球
惑

星
科
学
連
合
会
議
ポ
ス
タ
ー
発
表
へ
の
参
加
、

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
設
置
、ジ
オ
サ

イ
ト
の
選
定
と
整
備
、ツ
ア
ー
コ
ー
ス
の
プ

ラ
ン
や
整
備
計
画
、農
と
縄
文
の
体
験
実
習

館
で
の
企
画
展
や
講
座
の
開
催
、幟の

ぼ
り

や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
招
致
と
同
じ
で
、
自
然

環
境
や
遊
歩
道
、
駐
車
場
、
案
内
看
板
、
解

説
看
板
、
ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
整
備
と
ジ
オ

パ
ー
ク
を
担
う
人
材
育
成
、
そ
し
て
、
地
域

住
民
に
よ
る
町
全
体
の
盛
り
上
が
り
や
活
動

が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
認
め
ら
れ
る

こ
と
で
津
南
町
が
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
認
定

さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
保
護
、
活
用

に
は
前
述
の
よ
う
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
準
備
室
で
は
、
今
後
各
集
落
で
「
ジ
オ

パ
ー
ク
車
座
の
会
（
説
明
会
）」
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
案
内
人

の
方
々
と
い
っ
し
ょ
に
ガ
イ
ド
の
養
成
も

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
準
備
室

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
８
（
教
育
委
員
会
内
）

めざせ！　苗場山麓ジオパーク　

山伏山の風穴古型マンモス類の臼歯化石が見つかった穴藤の川原

身近にあるよ！ジオパーク
　日本一の河岸段丘は、大地が盛り上がって、そこ
に流れていた中津川の流れが、下の段へと移ること
が繰り返されてできました。
陣場下と正面・正面と上段の間の坂は、段丘を一段
移動した事になります。この段丘に降った雨や雪が、
段丘の崖から浸み出し、湧水となります。
縄文人は、この湧水の周辺にムラを営み、そこで火
焔型土器を作り、トチノミのアクヌキに利用しまし
た。現在、私たちも飲料水や農業用水、消雪のため
に利用しています。



広報 10平成25年４月号

か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載青

い
鳥
郵
便
葉
書

平
成
25
年
度

　
　

第
１
回
認
知
症
相
談
会

第
６
回
大
地
の
芸
術
祭

　
　

参
加
集
落
・
地
域
募
集

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン・小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン・子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
予
防
接
種
と
な
り
ま
し
た
。

　

郵
便
事
業
株
式
会
社
は
、
重
度
の
身
体
障
害

者
の
か
た
及
び
重
度
の
知
的
障
害
者
の
か
た
で

希
望
さ
れ
る
か
た
に
、
青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
封
筒
に
通
常
郵
便
葉
書
を
入
れ
た
も
の
を
無

料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

■
配
布
対
象
者

　

次
の
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
ま
た
は
２
級
）

・
療
育
手
帳
（
Ａ
）

■
受
付
期
間　

５
月
31
日
㈮
ま
で

■
配
布
枚
数　

お
一
人
に
つ
き
20
枚

■
申
出
の
方
法

○
郵
便
局
な
ど
で
の
申
出
方
法

　

お
近
く
の
郵
便
局
ま
た
は
日
本
郵
便
の
支
店

に
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
提
示

し
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。代
理
提
出
も
で
き
ま
す
。

○
郵
送
で
の
申
出
方
法

　
「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
配
布
申
込
書
」
と
明
記

し
た
適
宜
の
用
紙
に
、
手
帳
の
種
類
・
手
帳
番

号
・
級
別
や
程
度
・
住
所
ま
た
は
居
所
・
氏
名

を
記
入
し
、
お
近
く
の
郵
便
局
ま
た
は
日
本
郵

便
の
支
店
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
配
布
の
方
法

　

町
で
は
今
年
度
も
専
門
医
に
よ
る
認
知
症
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
事
前
に
福
祉
保

健
課
保
険
班
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成
25
年
５
月
16
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

■
会
場　

津
南
町
役
場

■
相
談
対
象
者　

本
人
及
び
家
族

■
相
談
医
師　

ほ
ん
だ
病
院
院
長　

　
　
　
　
　
　

稲
月　

先
生　

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
締
切　

５
月
９
日
㈭

　

た
だ
し
、定
員（
４
名
）が
あ
り
ま
す
の
で
、定

　

２
０
１
５
年
に
開
催
す
る
第
６
回
大
地
の
芸

術
祭
に
作
品
制
作
な
ど
に
よ
る
参
加
を
希
望
す

る
集
落
や
地
域
を
募
集
し
ま
す
。

　

地
域
を
元
気
に
し
た
い
、ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と

い
う
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

各
集
落
分
総
代
へ
お
送
り
し
て
い
る
意
向
調

査
票
に
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切

　

４
月
30
日
㈫

■
選
定
方
法

　

募
集
締
切
後
、ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
選
定
し

ま
す
。

※
作
品
の
性
質
や
作
家
な
ど
の
条
件
に
よ
り
、必

ず
選
定
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
地
域
振
興
課
商
工
観
光
班

　

℡
７
６
５
―
３
１
１
５

　

平
成
24
年
度
ま
で
任
意
の
予
防
接
種
と
し
て

公
費
助
成
し
て
い
ま
し
た
が
、平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
定
期
予
防
接
種
と
な
り
ま
し
た
。

■
ヒ
ブ(

Ｈ
ｉ
ｂ

：

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型)

○
対
象
者

　

生
後
２
か
月
か
ら
５
歳
に
至
る
ま
で

■
小
児
用
肺
炎
球
菌

○
対
象
者

　

生
後
２
か
月
か
ら
５
歳
に
至
る
ま
で

　

ヒ
ブ
と
小
児
用
肺
炎
球
菌
に
つ
い
て
は
、平

成
25
年
２
月
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
に
は
通
知

文
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
以
前
に
生
ま
れ
た
か
た
に
つ
い
て
は
接

種
方
法
が
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

福
祉
保
健
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
子
宮
頸
が
ん

○
対
象
者

　

小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
女
性

○
標
準
的
な
接
種
期
間

　

中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

　
（
通
知
は
標
準
的
な
接
種
年
齢
の
と
き
に
行

い
ま
す
。）

　

日
本
郵
便
の
支
店
か
ら
郵
送
し
ま
す
。
ま
た

日
本
郵
便
の
支
店
に
直
接
申
し
込
ま
れ
た
場
合

は
、
そ
の
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ご
不
明
な
点
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
ま
た
は

日
本
郵
便
十
日
町
支
店
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

・
日
本
郵
便
十
日
町
支
店

　

℡
７
５
２
―
２
３
０
０

員
に
な
り
次
第
、締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
そ
の
他　

今
年
度
、
同
相
談
会
を
あ
と
３
回

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
福
祉
保
健
課
保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

○
接
種
方
法

・
２
価
ワ
ク
チ
ン（
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
）

　

初
回
接
種
、初
回
接
種
か
ら
１
か
月
後
、初
回

接
種
か
ら
６
か
月
後
、の
計
３
回
接
種

・
４
価
ワ
ク
チ
ン（
ガ
ー
ダ
シ
ル
）

　

初
回
接
種
、初
回
接
種
か
ら
２
か
月
後
、初
回

接
種
か
ら
６
か
月
後
、の
計
３
回
接
種

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
福
祉
保
健
課
健
康
班

　

℡
７
６
５
―
３
１
１
４
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町
内
在
住
者
が
住
宅
を
克
雪
住
宅
に
新
築・
増

改
築・屋
根
改
良
す
る
場
合
に
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
補
助
金
の
額

　

対
象
と
な
る
工
事
費（
上
限
２
５
０
万
円
）を

基
準
と
し
、対
象
工
事
費
に
０
．２
６
４
を
乗
じ
て

・
融
雪
式
・
耐
雪
式
は
、
２
／
３
を
乗
じ
た
額

（
上
限
44
万
円
）

・
落
雪
式
・
高
床
落
雪
式
は
、
１
／
２
を
乗
じ

た
額
（
上
限
33
万
円
）

・
た
だ
し
要
援
護
世
帯
は
２
／
３
を
乗
じ
た
額

（
上
限
44
万
円
）

■
申
請
方
法

　

補
助
金
の
申
請
書
は
工
事
着
手
前
（
最
低
１

週
間
前
）
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
住
宅
の
集
落
の
区
長
（
総
代
）

か
ら
同
意
を
得
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
期
間

　

４
月
22
日
㈪
～
10
月
31
日
㈭

※
必
ず
工
事
着
手
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
内
容

・
融
雪
式

　

屋
根
融
雪
施
設
に
要
す
る
全
体
工
事

・
落
雪
式

　

屋
根
部
分
の
克
雪
化
に
要
す
る
経
費

・
落
雪
高
床
式

屋
根
及
び
高
床
部
分
（
１
ｍ
以
上
）
の
克
雪

化
に
要
す
る
経
費
。
た
だ
し
、
床
下
部
分
が

居
住
面
積
に
算
入
さ
れ
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
住
宅
改
修
補
助
と
被

災
住
宅
改
修
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

・
津
南
町
民
で
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
人
。

・
補
助
を
受
け
る
住
宅
に
居
住
す
る
所
有
者

・
本
年
度
よ
り
過
去
に
補
助
金
を
受
け
、
限
度

額
10
万
円
を
満
額
受
け
て
い
な
い
人
は
過
去

に
受
領
し
た
補
助
金
額
と
10
万
円
の
差
額
を

補
助
し
ま
す
。

■
対
象
工
事

・
住
宅
の
改
修
・
改
築
工
事
及
び
下
水
道
つ
な

ぎ
込
み
工
事
等
（
門
や
塀
、
庭
園
、
電
化
製

品
等
は
対
象
外
で
す
。）

・
対
象
工
事
が
他
の
補
助
金
も
し
く
は
助
成
金

又
は
保
険
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
工
事

■
施
工
業
者
・
工
事
費
等
の
条
件

・
町
内
に
本
社
も
し
く
は
営
業
所
を
有
し
て
い

て
、
営
業
し
て
い
る
法
人
及
び
個
人
の
業
者

が
施
工
す
る
工
事

・
対
象
工
事
費
が
税
抜
き
で
20
万
円
以
上
で
あ
る
。

・
11
月
29
日
㈮
ま
で
に
金
額
が
確
定
出
来
る
工
事
。

■
補
助
率
・
補
助
限
度
額

・
対
象
工
事
費
の
20
％
（
千
円
未
満
切
捨
て
）

・
限
度
額
10
万
円

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
旧

耐
震
基
準
の
木
造
住
宅
を
耐
震
改
修
さ
れ
る
か

た
を
対
象
に
、
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
と
な
る
住
宅

・
現
在
お
住
ま
い
の
個
人
所
有
の
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木

造
一
戸
建
て
住
宅

・
耐
震
診
断
の
結
果
が
総
合
評
点
が
1.0
未
満
で

耐
震
改
修
工
事
後
の
総
合
評
点
が
1.0
以
上
と

な
る
住
宅

・
耐
震
改
修
が
建
築
基
準
法
及
び
建
築
物
の
耐

震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
違

反
し
て
い
な
い
こ
と

■
補
助
額
（
最
大
65
万
円
）

　

次
に
揚
げ
る
合
計
金
額

・
耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
の
１
／
３
（
限
度

額
50
万
円
）　

・
右
記
の
額
に
１
／
２
を
乗
じ
て
得
た
額
（
限

度
額
15
万
円
）

■
所
得
税
の
特
別
控
除

　

こ
の
耐
震
改
修
の
補
助
を
受
け
た
か
た
は
、

租
税
特
別
措
置
法
に
規
定
す
る
所
得
税
の
特
別

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
控
除
額
は
、

改
修
費
用
の
10
％
（
20
万
円
が
限
度
）

■
本
事
業
の
設
計
者
及
び
工
事
監
理
者
の
条
件

　

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
旧
耐
震

基
準
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
さ
れ
る
か
た

を
対
象
に
診
断
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
耐
震
診
断
方
法

　
津
南
町
耐
震
診
断
士
登
録
制
度
に
よ
り
登
録

さ
れ
た
診
断
士
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
診
断
に
あ
た
っ
て
は
壁
在
等
は
が
し
た
り
す

る
こ
と
は
せ
ず
、
主
に
内
外
観
（
建
物
の
形
状
、

壁
量
、
壁
の
材
質
、
建
物
の
劣
化
状
況
等
）
に

よ
り
診
断
し
ま
す
。

■
補
助
後
の
自
己
負
担
額　

一
律
１
万
円

■
申
請
期
間

　

４
月
22
日
㈪
～
９
月
30
日
㈪

■
補
助
対
象
者

①
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
住
宅
（
併
用
住

宅
を
含
む
）
を
所
有
者

・
津
南
町
内
の
個
人
所
有
の
一
戸
建
て
住
宅

・
現
在
、
居
住
し
て
い
る
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
住
宅

・
住
宅
の
主
要
な
部
分
が
木
造
の
住
宅

②
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
人

克
雪
す
ま
い
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
支
援
事
業

住
宅
改
修
補
助
事
業

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
料
補
助

建
設
課
よ
り
お
知
ら
せ

・
耐
雪
式

3.5
ｍ
の
積
雪
に
耐
え
る
克
雪
化
に
要
す
る
経
費

■
そ
の
他

　

過
去
に「
克
雪
住
居
協
調
整
備
事
業
」や「
克

雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
」
の
補
助
金
を
受
け
た

も
の
は
、
対
象
外
で
す
。

■
申
請
期
間

　

４
月
22
日
㈪
～
６
月
28
日
㈮

■
工
事
を
す
る
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
原
則
、
工
事
着
手
前
に
申
請
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
、
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
新
潟
県
建
築
設
計
事
務
所
協
会
ま
た
は
新
潟

県
建
築
士
会
中
魚
沼
支
部
が
行
う
木
造
住
宅
耐

震
診
断
と
補
強
方
法
講
習
会
を
終
了
し
た
者
で

あ
る
こ
と
。

・
建
築
士
法
で
規
定
す
る
建
築
士
で
あ
る
こ
と
。

■
申
請
期
間

　

４
月
22
日
㈪
～
９
月
30
日
㈪

　

ま
た
、
11
月
29
日
㈮
ま
で
に
金
額
が
確
定
出

来
る
工
事
。



広報 12平成25年４月号

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

 お役に立つんだワン！
— 3/21 災害救助犬協定 —

 入選おめでとうございます！
— 3/16　歌会始特別記念講演　宮沢房良さん　高橋健治さんをお迎えして —

 ピカピカの一年生
— 各小学校の入学式が行われました —

 春の交通安全運動
— 事故ゼロへ　ゆとりとマナーの　桜道 —

　災害救助犬十日町と「災害時等における災害救助犬の出
勤に関する協定」を締結しました。
　これにより災害の発生時には円滑に災害救助犬の出動要請
を行うことができるようになりました。

　今年１月皇居で行われた、歌会始で津南町からお二人が
入選されたことを記念し、文化センターで記念講演会が行
われました。エッセイストの高杉 碧

みどり

さんをゲストに、入選し
た作品の誕生秘話や、和歌を詠む上で普段こころがけてい
ることなど、お二人の素顔に迫りました。
　また会場の皆さんを交え、その場でお題を設定して歌を
披露するなど、終始なごやかな会となりました。

　誰でもやっぱり最初はちょっと緊張ぎみ。
　楽しい先生方やお兄さんお姉さんに迎えられ、これから
元気いっぱいに学校生活や勉強をしてお友達をたくさん作
りましょう。お家に帰ったら、その日にあったことをお家
の人に話してね。

　新入学(園）の時期にあわせ、春の交通安全運動が４月６日
～ 15日まで行われました。保護者や警察、交通安全協会の皆
さんが一体となり立

りっ

哨
しょう

や啓発活動を行いました。期間中の交
通死亡事故は０件でした。ご協力ありがとうございました。

↑ 隊員の指示に従う救助犬

↑ お二人が話すエピソードに会場は笑いにつつまれた

↑ 4/9　上郷小学校の新一年生

↑ 4/8 　外丸小学校の新一年生

↑ 手を挙げて横断歩道を渡る一年生

Tsunan Event Sketch.
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 スカイランタン（雪ほたる）
— 3/30　願いよ届け700個、幻想的な一夜に —

 オリンピックを目指して
— 3/20 佐藤夏生さん亜耶さん後援会設立 —

 一人ひとりが主役です
— 3/27 県選挙管理委員会表彰 —

 がんばりすぎて、取材受けちゃいました
— 3/19 豪雪地面だし競争2013 —

　雪まつりであげることのできなかったスカイランタンを
来年の雪まつりにつなげていくために日を改めて打ち上げ
ました。当日は予想をはるかに越える数のお客様があつま
り、700 個のスカイランタンが夜空に舞い上がりました。

　水辺の会による稚魚放流が津南町で初めて行われました。
信濃川と中津川の合流地点で行われたこの放流、当日は、ま
だ２ｍ近い残雪の中、60 人もの参加がありました。当日は
２万匹の稚魚を放流したので四年後が楽しみですね。

　津南町出身のプロスノーボーダー、佐藤夏生、亜耶姉妹
のソチ・平

ピョン

昌
チャン

五輪を目指す後援会が発足しました。発起人
あわせ会場には約 100 人が集いました。地元の大きなサ
ポートを受け、ますます世界での活躍が期待されます。

　津南町の投票率等の成績が優秀だったことから、津南町
選挙管理委員会が新潟県選挙管理委員会から表彰されまし
た。選挙は私たちの生活をよりよいものにするための最も
重要な政治参加の機会です。これからも政治に関心を持ち、
明るい選挙の推進にご協力をお願いします。

　春の恒例行事、豪雪地面だし競争が今年も行われ、会場
となった津南中のグラウンドには、20 チーム約 100 人の参
加がありました。豪雪を逆手に取ったイベントで、テレビ局も
来てましたよ！詳しくは Tap のコーナーで！（本紙 21 ページ）

↑ ３月17日　水辺の会による稚魚の放流

↑表彰を受けた涌井選挙管理委員長

↑競技委員長特別賞を受賞した「もも色苦労婆々 “ゾッ ”と」

ま
た
逢
お
う
　
み
ん
な
元
気
で
　
四
年
後
に

　
　
　
　
　
は
な
す
子
ど
も
の
　
願
い
忘
れ
ず

詠
み
人
知
ら
ず
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町
政
功
労
者

平
成
25
年
度

　

町
で
は
町
政
の
進
展
に
多
大
な
功
績
が

あ
っ
た
か
た
を「
町
政
功
労
者
」と
し
て
表

彰
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
こ
こ
に
紹
介

す
る
５
名
が
４
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
嘱

託
員
会
議
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

30年の長きにわたり、消防
団員および幹部としてよく
その重責を勤め、消防防
災活動に尽力されました。

30年の長きにわたり、
消防団員としてよくその
重責を勤め、消防防災
活動に尽力されました。

町国民健康保険運営協
議会委員として15年の長
きにわたり、国民健康保険
の推進に尽力されました。

消防防災功労

自治功労

消防防災功労 消防防災功労

藤ノ木　誠司さん（正面）

涌井　好一さん（赤沢）

30年の長きにわたり、
消防団員としてよくその
重責を勤め、消防防災
活動に尽力されました。

消防防災功労

桑原　安昭さん（秋成）

30年の長きにわたり、消防
団員および幹部としてよく
その重責を勤め、消防防
災活動に尽力されました。

滝沢　満春さん（赤沢）桒原　一さん（米原）

◆
役
場
・
病
院
の
人
事
が
次
の
よ
う
に
発
令
さ
れ

ま
し
た
。

■
退
職（
３
月
31
日
付
）

▼
議
会
事
務
局
長 

磯
部
義
栄

▼
総
務
課
長 

内
山
純
一

▼
会
計
管
理
者 

小
林
善
彦

▼
津
南
病
院
医
事
班
長 

清
水
茂
實

▼
税
務
町
民
課
町
民
班
長 

高
橋
誠
一
郎

▼
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
事
務
局

　

次
長
兼
総
務
係
長 

小
野
塚
和
夫

▼
地
域
振
興
課
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

推
進
室
長
兼
商
工
観
光
班
長 

田
中
ふ
み
子

▼
福
祉
保
健
課
健
康
班
長 

大
口
洋
子

▼
津
南
病
院
主
査 

根
津
ア
ヤ
子

▼
教
育
委
員
会
主
事 

桑
原
邦
彦

▼
地
域
振
興
課
主
事 

大
平　

希

▼
津
南
病
院
病
棟
看
護
師
長 

小
島
清
子

▼
津
南
病
院
准
看
護
師 

内
山
由
喜
子

■
新
採
用（
４
月
１
日
付
）

▼
総
務
課
主
事 

保
坂
光
棋

▼
税
務
町
民
課
主
事 

大
口
宏
栄

▼
税
務
町
民
課
主
事 

関
谷
し
お
り

▼
福
祉
保
健
課
主
事 

滝
沢
亮
太

▼
福
祉
保
健
課
保
健
師 

樋
口
清
蘭

▼
地
域
振
興
課
主
事 

篠
原
邦
彦

▼
建
設
課
主
事 

村
山
拓
也

▼
建
設
課
技
師 

吉
野
慧
史

▼
教
育
委
員
会
主
事 

相
沢
朋
宏

▼
ひ
ま
わ
り
保
育
園
保
育
士 

村
山
奈
津
美

▼
津
南
病
院
臨
床
検
査
技
師 

清
水
久
和
代

■
内
部
異
動（
４
月
１
日
付
役
場
班
長
以
上
）

▼
総
務
課
長 

小
野
塚
均

▼
議
会
事
務
局
長 

丸
山
吉
松

▼
会
計
管
理
者 

村
山
郁
夫

▼
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

清
水　

修

▼
福
祉
保
健
課
保
険
班
長 

髙
橋
秀
幸

▼
教
育
委
員
会
文
化
財
班
長
兼
ジ
オ
パ
ー
ク

　

推
進
準
備
室
長 

佐
藤
雅
一

▼
総
務
課
企
画
財
政
班
長 

上
村
栄
一

▼
税
務
町
民
課
税
務
班
長 

風
巻
敏
幹

▼
税
務
町
民
課
町
民
班
長 

板
場
麻
実

▼
福
祉
保
健
課
健
康
班
長 

藤
ノ
木
恵
美
子

▼
福
祉
保
健
課
保
健
師
長 

髙
橋
和
子

▼
福
祉
保
健
課
福
祉
班
長 

板
場
康
之

▼
地
域
振
興
課
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

推
進
室
長
兼
商
工
観
光
班
長 

村
山
詳
吾

◆
町
内
の
小
中
学
校
に
転
入
さ
れ
た
教
職
員
の

皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
敬
称
略（　

）内
は
前
任
校
た
だ
し
十
日
町

圏
域
以
外
は
前
任
市
町
村
】

●
外
丸
小
学
校

 

校
長　
　
　

樋
口
広
栄（
三
条
市
）

●
上
郷
小
学
校

 

教
頭　
　
　

中
島　

稔（
三
条
市
）

 

養
護
教
諭　
　
　

松
本
育
恵（
新
採
用
）

●
芦
ヶ
崎
小
学
校

 

教
諭　
　

鈴
木　

大　
（
松
代
小
）

 

教
諭　

村
山
利
恵
子（
松
之
山
小
）

●
津
南
小
学
校

 

教
諭　
　
　

江
村
泰
子（
浦
田
小
）

 

教
諭　
　
　

岩
澤
利
子（
下
条
小
）

 

教
諭　
　
　

長
澤
俊
紀（
新
採
用
）

●
津
南
中
学
校

 

教
諭　
　
　

桑
原
裕
治（
魚
沼
市
）

 

教
諭　
　
　

髙
橋　

享（
上
越
市
）

 

教
諭　
　
　

猪
口
奏
子（
上
越
市
）

 

教
諭　
　

渡
邉
美
恵
子（
松
代
中
）

 

教
諭　
　
　

岡
村　

博
史（
燕
市
）

 

教
諭　
　
　

春
日　

哲（
魚
沼
市
）

 

教
諭　
　

佐
々
木
晶
子（
新
採
用
）

今
春
の
人
事
異
動
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定
期
予
防
接
種

町
立
津
南
病
院　

小
児
科
看
護
師　

保
坂　

孝
子

　
先
日
配
ら
れ
た
津
南
町
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
み

て
、
び
っ
く
り
し
た
か
た
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種
が
大
幅
に

変
わ
り
ま
す
。
兄
弟
が
い
る
お
う
ち
の
か
た
も
、

変
わ
っ
て
い
る
の
に
驚
い
た
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

ず
い
ぶ
ん
定
期
予
防
接
種
が
細
か
く
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。
Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
が
新
た
に
加

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
予
防
接
種
に
は
標
準
的
な
接
種
期
間
が
あ
り
ま

す
。し
か
し
、体
調
を
崩
し
て
出
来
な
い
時
も
で
て

き
ま
す
。そ
の
と
き
は
、体
調
を
整
え
て
早
め
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。接
種
時
期
な
ど
は
決
め
ら
れ
た

期
間
が
あ
る
の
で
、あ
わ
て
て
行
う
の
で
は
な
く
、

余
裕
を
持
っ
て
予
防
接
種
を
行
っ
た
ほ
う
が
い
い

で
す
よ
。ま
た
、一
回
で
な
く
、何
回
も
接
種
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、計
画

的
に
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。わ
か
ら
な

い
時
は
か
か
り
つ
け
の
病

院
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、

福
祉
保
健
課
に
確
認
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。み
ん
な

優
し
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
。

＜実施された行事＞
〔3月〕
	 26日	 柏崎刈羽原子力発電所施設視察
	 27日	 平成25年第2回津南町議会臨時会
〔4月〕
	 	5日	 全員協議会
	 12日	 平成25年度第１回町村議長会

＜今後予定されている行事＞
〔5月〕
	 	7日	 全員協議会
	 	7日	 平成24年度所管事業成果巡視
	 	 （産業建設常任委員会）
	 	7日	 消防団との懇談会
	 	（総文福祉常任委員会）
	 9日	 旅館組合との懇談会
	 	（産業建設常任委員会）

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただ
いたかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）

	 3500日	 板場キヨ（辰ノ口）	
	 3400日	 石橋玲子（陣場下）	
	 1100日	 中山シマ（大割野）	
	 200日	 伊原淳子（太田新田）
	 	 福原ユキエ（外丸）、江村リン（押付）	
	 100日	 滝沢睦子（押付）

主な運動：健骨体操、水中ウォークなど。 

健康体力づくり100日運動

こ
れ
ま
で
年
金
機
構
は
、『
ね
ん

き
ん
定
期
便
』
な
ど
を
皆
様

に
お
送
り
し
て
、
年
金
加
入
の
記
録

に
つ
い
て
確
認
を
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
年
明
け
か

ら
次
の
よ
う
な
も
の
を
順
次
発
送
し

て
い
ま
す
。

【
は
が
き
タ
イ
プ
】

　

年
金
を
受
給
し
て
い
る
、
生
年
月

日
の
早
い
か
た
か
ら
順
次
、
発
送
さ

れ
て
い
ま
す
。（
昭
和
61
年
以
前
に

受
給
権
が
発
生
し
た
旧
法
老
齢
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
に
は
送
付

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。）
特
定
の
か
た

に
送
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
全
て
の

受
給
者
に
送
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す

の
で
、
現
在
受
給
し
て
い
る
年
金
内

容
に
疑
問
が
な
い
場
合
は
、
特
に
対

応
の
必
要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
も
し
、

昔
勤
め
た
会
社
で
か
け
て
い
た
分
が

入
っ
て
い
な
い
の
で
は
？
な
ど
の
心

配
が
あ
る
場
合
は
、
は
が
き
に
書
い

て
あ
る
連
絡
先
へ
お
た
ず
ね
に
な
る

か
、
役
場
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
黄
色
の
封
筒
タ
イ
プ
】

　

持
ち
主
が
わ
か
ら
な
い
年
金
記
録

に
つ
い
て
、
日
本
年
金
機
構
で
管
理

し
て
い
る
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別

が
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
持
ち

主
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
人

に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
封
の
記
録

を
見
て
い
た
だ
き
ご
自
身
の
も
の
で

あ
る
か
ど
う
か
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
自
身
の
記
録
で
あ
れ
ば
、
年
金
額

に
反
映
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

一
読
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

〇
六
日
町
年
金
事
務
所

　
（
お
客
様
相
談
室
）

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２

〇
税
務
町
民
課
町
民
班

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付
さ
れ
て
い
る

【
年
金
記
録
確
認
の
お
願
い
】に
つ
い
て
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは
○
現
在
と
過
去
と
の
比
較
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

過
去
と
現
在
の
要
介
護
者
の
姿
を
比
較
し
て
、

「
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
た
」
な
ど
と

落
ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
年
齢
を
重
ね
る
な
ど
し
て
心

身
の
機
能
が
衰
え
て
い
く
の
は
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
。
要
介
護
者
の
過
去
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

悩
む
の
で
は
な
く
、
今
現
在
の
あ
り
の
ま
ま
の

姿
を
受
け
入
れ
、
介
護
に
の
ぞ
み
ま
し
ょ
う
。

○
自
立
を
促
す
介
護
を
し
ま
し
ょ
う

　

介
護
者
の
行
き
過
ぎ
た
介
護
は
、
要
介
護
者

の
心
身
の
機
能
を
さ
ら
に
衰
弱
さ
せ
て
し
ま
う

危
険
が
あ
り
ま
す
。
で
き
な
い
と
決
め
つ
け
る

の
で
は
な
く
、
時
間
を
か
け
て
で
も
要
介
護
者

の
「
自
分
で
で
き
る
こ
と
」
の
手
助
け
を
し
ま

し
ょ
う
。
そ
の
繰
り
返
し
が
自
立
へ
の
意
欲
に

つ
な
が
り
ま
す
。

○
プ
ラ
イ
ド
を
尊
重
す
る

　

で
き
な
い
こ
と
が
増
え
て
も
、
子
ど
も
扱
い

し
た
よ
う
な
接
し
方
で
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
で
き
る
こ
と
は
し
て
も
ら
う

　

着
替
え
、
ト
イ
レ
、
入
浴
な
ど
は
で
き
る
部

分
は
自
分
で
し
て
も
ら
い
、「
で
き
な
い
部
分
」

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

○
感
謝
し
て
動
い
て
も
ら
う

　

感
謝
の
言
葉
を
の
べ
て
、
自
信
を
も
っ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

○
会
話
は
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に

　

耳
が
聞
こ
え
に
く
い
な
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
丁

寧
に
話
し
か
け
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
心
身
の
ふ
れ
あ
い
を
重
視
し
ま
し
ょ
う

　

手
を
添
え
る
、
体
を
支
え
る
な
ど
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
で
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
た
い
せ
つ
に

○
介
護
の
負
担
を
軽
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

介
護
は
、誰
か
ひ
と
り
が
す
べ
て
の
役
割
を

抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
て
は
、う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

　

な
る
べ
く
多
く
の
人
が
か
か
わ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
で
き
る
役
割
を
分
担
し
、
主
介
護
者
の

負
担
を
軽
く
す
る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

○
介
護
者
の
「
が
ん
ば
り
す
ぎ
」
は
禁
物
で
す

　
「
完
璧
な
介
護
」
を
目
指
す
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
が
ん
ば
り
す
ぎ
」
は
肉
体
的
に
も
精

神
的
に
も
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
結
果
的
に
心
身

の
疲
れ
が
要
介
護
者
へ
の
虐
待
な
ど
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

○
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

　

介
護
保
険
を
は
じ
め
、
各
種
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
負
担
が
軽
く
な
る
だ

け
で
な
く
、
よ
り
効
果
的
な
介
護
が
期
待
で
き

ま
す
。

○
介
護
技
術
を
学
び
ま
し
ょ
う

　

介
護
教
室
な
ど
に
参
加
し
、
介
護
技
術
を
学

「
が
ん
ば
り
す
ぎ
な
い
在
宅
介
護
」

～
自
力
を
生
か
し
た
介
助
～

☆
要
介
護
者
と
の

　
　
　
　
　
接
し
方
の
心
得

☆
要
介
護
者
の

　
「
や
る
気
」
を
促
す
ポ
イ
ン
ト

☆
介
護
者
自
身
の
た
め
の

　
　
　
　
　
心
の
持
ち
か
た

☆
介
護
者
の
負
担
を

　
　
　
軽
く
す
る
ポ
イ
ン
ト

し
ま
し
ょ
う
。

○
相
手
の
気
持
ち
を
優
先
す
る

　

で
き
る
だ
け
介
護
者
の
都
合
よ
り
も
、
要
介

護
者
の
気
持
ち
を
優
先
さ
せ
ま
し
ょ
う
。「
や

る
気
」
が
自
立
へ
の
い
ち
ば
ん
の
近
道
で
す
。

び
ま
し
ょ
う
。
介
護
技
術
が
身
に
着
け
ば
、
労

力
は
大
き
く
軽
減
で
き
ま
す
。

※
津
南
町
で
は
、
つ
な
ん
在
宅
介
護
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

○
介
護
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

　

介
護
に
適
し
た
住
宅
改
修
や
、福
祉
用
具
の
利

用
に
よ
っ
て
も
介
護
者
の
負
担
は
軽
減
で
き
ま
す
。

同
時
に
要
介
護
者
の
行
動
範
囲
も
広
が
り
ま
す
。

○
相
談
し
ま
し
ょ
う

　

疑
問
な
点
や
問
題
は
、
相
談
機
関
や
行
政
窓

口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
助
言
が
得
ら
れ

ま
す
。

※
相
談
窓
口

　

津
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
５

　

津
南
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
６
５
‐
３
７
０
０

　

役
場
福
祉
保
健
課

　

℡
７
６
５
‐
３
４
０
０

　

ま
た
、認
知
症
に
関
す
る
相
談
は
、町
内
ほ
と

ん
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
介
護
者
同
士
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う

　

家
族
の
会
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
介
護
者
同

士
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
情
報
交
換
だ
け
で

な
く
、
悩
み
の
共
有
が
心
の
負
担
を
軽
く
し
て

く
れ
ま
す
。

※
津
南
町
で
は
、
認
知
症
家
族
の
会
（
さ
く
ら

会
）
を
年
６
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
介
護
者
の
健
康
を
た
い
せ
つ
に
す
る

　

介
護
者
が
健
康
で
い
る
た
め
に
、
自
分
自
身

の
食
事
や
運
動
、
休
養
に
気
を
配
り
、
定
期
的

な
健
康
診
断
も
欠
か
さ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。
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私
、減
塩
生
活
始
め
ま
し
た

大
倉　

ア
サ
子
さ
ん
（
小
下
里
）

「
す
こ
や
か
栄
養
セ
ミ

ナ
ー
」
に
参
加
し
て

「
健
康
づ
く
り
」
の
勉
強
を
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
健
康
」
と
は
、
い
き
い
き

と
暮
ら
す
た
め
の
基
盤
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
私
が
消
化
吸
収
で
き
た

の
は
、
学
習
内
容
の
50
％
に
も

満
た
な
い
ご
粗
末
な
有
り
様
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
私
の
や
る
気
、
学
び
、
覚

え
る
と
い
う
真
剣
な
心
構
え
の
不
足
か
ら
で

あ
り
、
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
誘
っ

て
く
れ
た
知
人
に
申
し
訳
な
く
反
省
し
て
い

ま
す
。

　

こ
ん
な
私
で
す
が
、
受
講
後
は
食
に
対
す

る
気
遣
い
が
違
っ
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
、

果
物
な
ら
好
き
な
だ
け
食
べ
て
い
い
と
勝
手

に
思
い
込
ん
で
食
べ
て
い
ま
し
た
が
、
ミ
カ

ン
や
リ
ン
ゴ
を
手
に
す
る
と
き
、
一
呼
吸
し

て
か
ら
手
を
出
す
よ
う
に
な
り
、
飲
料
水
も

甘
味
の
も
の
は
飲
み
た
く
な
く
な
り
ま
し
た
。

お
か
ず
も
味
が
濃
く
な
け
れ
ば
お
い
し
く
感

じ
な
か
っ
た
味
覚
か
ら
、
生
姜
、
レ
モ
ン
等

を
使
う
こ
と
で
塩
分
を
控
え
、
薄
味
に
な
る

よ
う
工
夫
し
、
食
材
そ
の
も
の
の
味
を
出
せ

る
調
理
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

一
日
の
食
事
が
２
回
な
ら
い
い
の
に
！
な

ん
て
思
わ
ず
に
、
み
ん
な
を
笑
顔
に
で
き
る
、

「
人
を
良
く
す
る
」
と
書
く
「
食
」
に
も
っ

と
関
心
を
持
っ
て
、
毎
食
の
塩
分
量
等
に
注

意
し
、
と
き
ど
き
計
り
も
使
い
な
が
ら
減
塩

に
心
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

栄
養
セ
ミ
ナ
ー
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

予
防
接
種
は
計
画
的
に
！

暖
か
な
春
の
日
ざ
し
が
な
に
よ
り
う
れ
し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
新
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
、
庁
舎
内
に
も
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
見

ら
れ
ま
す
。

そ
ん
な
な
か
、
福
祉
保
健
課
健
康
班
は
４
月

１
日
か
ら
バ
タ
バ
タ
し
て
い
ま
し
た
。
予
防
接

種
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
改
正
予
防
接

種
法
）
が
施
行
さ
れ
た
た
め
で
す
。

こ
こ
数
年
で
も
い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
あ
っ
た

予
防
接
種
で
す
が
、
今
年
度
は
Ｈ
ｉ
ｂ
（
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
が

新
た
に
定
期
の
予
防
接
種
に
加
わ
る
な
ど
、
法

律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

定
期
接
種
の
数
が
増
え
た
り
、
接
種
時
期
が

少
し
変
わ
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
内
容
を
理
解
す
る
の
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

町
で
は
、
出
生
届
出
の
際
に
予
防
接
種
に
つ

い
て
の
冊
子
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
冊
子
に

は
、
予
防
接
種
の
対
象
者
や
接
種
時
期
、
詳
し

い
ワ
ク
チ
ン
の
概
要
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
掲

載
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
よ
く
読
ん
で
計
画

を
た
て
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
は
読
み
返
せ

る
よ
う
に
家
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
定
期
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
対
象

年
齢
に
な
る
と
標
準
的
な
接
種
期
間
（
病
気
に

か
か
り
や
す
い
時
期
を
考
慮
し
て
接
種
が
す
す

め
ら
れ
て
い
る
期
間
）
に
合
わ
せ
て
個
別
通
知

を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
お
子
さ
ん
が
２
ヶ
月
に
な
る
こ

ろ
に
行
わ
れ
る
保
健
師
の
家
庭
訪
問
（
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
）
や
、
乳
幼
児
健
診
の
際

に
も
予
防
接
種
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
相
談
し
た
い
こ

と
が
あ
る
場
合
に
は
、
窓
口
や
電
話
で
の
相
談

も
出
来
ま
す
の
で
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
を
計
画
的
に
す
す
め
る
に
は
、
通

知
が
来
た
ら
早
め
に
接
種
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
風
邪
の
予
防
や
早
め
の
受
診
な
ど
体
調
を

管
理
す
る
こ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
。
ま
た
、
仕

事
を
し
て
い
る
か
た
は
、
予
約
や
受
診
が
し
や

す
い
医
療
機
関
を
選
ぶ
こ
と

も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

何
か
と
忙
し
い
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
で
す
が
、
た
い
せ

つ
な
お
子
さ
ん
の
た
め
に
正

し
い
知
識
を
も
っ
て
計
画
的

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

大平裕加里
保健師
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本とわたし
−中山弘さんから

ブランドン・ハースト　川田志津 訳

レ
デ
ィ
ー
・
ガ
ガ
は
米
国
の
ポ
ッ
プ
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
。
各
音
楽
賞
を

総
な
め
し
、
商
業
的
に
も
全
世
界
で
２
，

０
０
０
万
枚
の
ア
ル
バ
ム
を
売
上
げ
て
い

ま
す
。
奇
抜
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
知
ら

れ
、
皆
さ
ん
も
一
度
は
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で

見
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
本
は
、
ガ
ガ
の
印
象
的
な
言
葉
を

拾
っ
た
も
の
で
す
。
参
考
ま
で
に
、

「
ポ
ッ
プ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
知
的
に

売
り
出
す
な
ん
て
、
み
ん
な
ま
さ
か
と
思

っ
た
は
ず
」、「
私
の
仕
事
は
お
い
し
い
と

か
マ
ズ
い
と
か
の
問
題
じ
ゃ
な
い
の
。
そ

れ
よ
り
も
っ
と
複
雑
な
の
、「
強
い
感
受

性
を
持
つ
と
同
時
に
、
タ
フ
で
、
無
神
経

｢レディー・ガガ　メッセージ｣
紹介する本

桑
くわはら

原　悠
はるか

さん（貝坂）

弥生 ―Ma r c h―

渡辺和子／著　幻冬舎　￥952円（税別）

「置かれた場所で咲きなさい」

　時間の使い方は、そのまま、いのちの使い方なのです
よ。置かれたところで咲いていてください。

　

春
と
い
え
ば
、
変
化
の
激
し
い
季
節
。

新
年
度
か
ら
環
境
が
変
わ
っ
た
か
た
も
多

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
月
の
１
冊
で
は
、
環
境
の
変
化
が

あ
っ
た
か
た
に
こ
そ
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
１
冊
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
津
南
町
に
も
遅
い
春
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
春
に
ち
な
ん
で
、

読
む
と
心
が
温
ま
る
春
ら
し
い
３
冊
を
紹

介
し
ま
す
。

『
14
ひ
き
の
ぴ
く
に
っ
く
』

い
わ
む
ら
か
ず
お
／
著　

童
心
社

　

14
匹
の
ね
ず
み
一
家
の
日
常
を
描
く
、

14
ひ
き
シ
リ
ー
ズ
の
中
の
１
冊
。
あ
る
晴

れ
た
春
の
日
に
一
家
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
出

か
け
ま
す
。
自
然
の
生
き
生
き
と
し
た
姿

が
描
か
れ
、
読
み
終
わ
る
と
出
か
け
た
く

な
っ
て
し
ま
う
作
品
で
す
。

『
お
は
な
し
の
く
す
り
箱
』

コ
ル
ネ
リ
ア
・
ニ
ッ
チ
ェ
／
著

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

　

子
ど
も
の
た
め
の
読
み
聞
か
せ
の
本
で
す
。

　

子
ど
も
が
朝
な
か
な
か
起
き
て
こ
な

か
っ
た
ら
―
―「
黄
色
い
オ
ウ
ム
の
お
話
」

　

子
ど
も
が
学
校
へ
行
く
の
を
嫌
が
っ
た

ら
―
―
「
お
な
か
が
痛
い
子
の
お
話
」

　

と
い
う
よ
う
に
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も

へ
の
27
の
お
話
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
お
話
も
心
が
温
ま
る
も
の
ば
か
り
で

す
。
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
に
読
み
聞
か
せ
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

『
幸
せ
の
タ
ネ
を
ま
く
と
、

　
　
　
　
　
　
　

幸
せ
の
花
が
咲
く
』

岡
本
一
志
／
著　

１
万
年
堂
出
版

　

新
し
い
環
境
に
な
り
、
悩
ん
で
い
る
か

た
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
か
た
は
、

幸
せ
の
タ
ネ
を
ま
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
気
持
ち
の
い
い
挨
拶
を
す
る
」
こ
れ

は
、
口
の
タ
ネ
ま
き
。「
思
い
や
り
の
気

持
ち
を
持
つ
」
こ
れ
は
、
心
に
よ
る
タ
ネ

ま
き
。

　

タ
ネ
を
ま
か
な
け
れ
ば
花
は
咲
き
ま
せ

ん
。
タ
ネ
を
ま
い
て
幸
せ
な
１
年
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

４
月
24
日
㈬
～
30
日
㈫

　

図
書
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
の
た
め
臨

時
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
５
月
１
日
㈬
か
ら
開
館
す
る
予
定
で
す
。

　

４
月
23
日
㈫

　
　
　

～
５
月
12
日
㈰

　

幼
少
の
頃
か
ら
よ
い
本
に
親
し
む
こ
と

で
、
豊
か
な
心
を
持
っ
た
人
間
へ
と
成
長

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
絵
本

や
児
童
書
を
中
心
に
子
ど
も
に
読
ん
で
も

ら
い
た
い
作
品
を
展
示
・
貸
出
し
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
図
書
館
内

の
展
示
は
５
月
１
日
㈬
か
ら
26
日
㈰
ま
で

行
い
ま
す
。

　

そ
の
他
―
―
今
月
か
ら
、
福
原
に
代
わ

り
冨
沢
が
図
書
担
当
と
な
り
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

第
55
回
こ
ど
も
の
読
書
週
間

Pen Relay

広報ライブラリー
今月の１冊

4月 −卯
う

月
づ き

−
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つ
な
ん
の
文
芸

に
な
ら
な
く
ち
ゃ
」、「
女
性
も
、
そ
し
て

男
性
に
も
、
自
分
の
な
か
の
サ
イ
コ
テ
ィ

ッ
ク(=

異
常)

な
部
分
に
胸
を
張
っ
て

ほ
し
い
」

な
ど
。

今
私
た
ち
は
、
見
本
の
な
い
時
代
を
生

き
て
い
ま
す
。
戦
後
食
べ
物
の
な
い
時
代

か
ら
復
興
を
遂
げ
た
こ
と
を
見
本
に
、
経

済
成
長
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
は
そ
れ
を
見
本
に
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
見
本
に
し
て
い
た
ら
国
ご
と
沈
ん
で

し
ま
う
、
ガ
ガ
の
母
国
ア
メ
リ
カ
は
も
っ

と
厳
し
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
必
要
な
ん

で
す
。

世
間
で
は
彼
女
は
異
分
子
の
よ
う
に
い

わ
れ
ま
す
が
、
今
の
世
の
中
に
求
め
ら
れ

て
出
て
き
た
女
性
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
必
死
で
保
っ
て
い
る
私
た
ち
の
心
を

代
弁
し
て
く
れ
る
存
在
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

マ
ジ
メ
に
語
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
こ

の
辺
に
し
て
、
中
高
生
の
皆
さ
ん
、
自
分

が
「
変
わ
っ
て
る
」
か
も
し
れ
な
い
こ
と

を
恐
れ
ず
、
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
行
っ
て
ほ

し
い
で
す
（
い
や
ぁ
、
私
も
よ
く
変
わ
っ

て
る
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
）。「
変
わ
っ

て
る
」
こ
と
は
「
創
造
的
」
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
創
造
性
が
時
代
の
現
実
を

つ
く
っ
て
き
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
そ
う
な

の
だ
か
ら
。

次
は
、井
ノ
上
朱
里
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

こ
の
家
と
印
つ
け
あ
る
か
迷
い
な
く

　
　
燕
飛
び
込
み
巣
作
り
始
め
る	

貝
澤
　
圭
子

冬
晴
れ
の
空
に
書
き
初
め
せ
る
如
く

　
　
飛
行
機
雲
は
Ｖ
の
字
に
伸
ぶ	

関
谷
　
郁
子

長
靴
の
中
に
ひ
と
つ
ぶ
炒
り
豆
の

　
　
入
り
て
ゐ
た
り
立
春
の
朝	

恩
田
　
久
美
子

吾
が
娘
が
嫁
ぐ
と
決
め
し
青
年
へ

　
　
悩
み
の
聞
き
役
譲
る
日
来
た
り	

丸
山
　
直
子

キ
ラ
キ
ラ
と
陽
射
し
浴
び
つ
つ
降
る
雪
に

　
　
懐
か
し
さ
さ
へ
覚
ゆ
る
ひ
と
ひ
ら	

小
野
寺
　
恒
代

軽
ト
ラ
と
親
し
み
て
呼
ぶ
雪
国
に

　
　
な
く
て
は
な
ら
ぬ
生
活
の
足	

樋
口
　
康
子

記
憶
力
乏
し
く
な
り
て
自
ら
を

　
　
お
風
呂
に
入
り
思
ひ
出
す
な
り	

内
山
　
キ
ク

荒
荒
と
氷
雨
の
降
り
て
里
山
に

　
　
厳
し
き
冬
の
訪
れ
近
し	

麻
績
　
初
恵

何
よ
り
も
歩
く
が
良
い
と
聞
き
た
れ
ど

　
　
歩
め
ば
さ
ら
に
疲
れ
て
動
け
ず	

滝
沢
　
勝
枝

遅
き
春
待
ち
わ
び
る
か
に
プ
ラ
ン
タ
ー
の

　
　
痩
せ
し
水
仙
ほ
つ
ほ
つ
と
咲
く	

風
巻
　
京
子

秋
風
の
立
ち
初
め
し
朝
裏
山
に

　
　
ク
ー
ク
ー
ポ
ポ
ー
と
あ
い
さ
つ
の
声	

月
岡
　
ヨ
リ
エ

温
泉
の
露
天
の
風
呂
に
浸
り
を
れ
ば

　
　
段
丘
越
え
て
風か

ざ
は
な花
の
舞
ふ	

鈴
木
　
綾
子

野
の
道
の
吾
を
追
ひ
越
せ
る
黒
き
雲

　
　
今
海
の
上
に
雨
降
ら
せ
を
り	

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

子
育
て
と
家
業
守
り
て
五
十
年

　
　
つ
と
め
し
妻
も
足
病
み
て
伏
す	

柳
沢
　
チ
ヨ

春
立
ち
て
夫
と
選
び
し
数
か
ず
の

　
　
種
子
を
揃
へ
て
ひ
と
時
寛

く
つ
ろ

ぐ	

富
沢
　
キ
ミ

バ
ス
停
に
椅
子
置
き
く
れ
し
人
あ
り
て

　
　
老
い
し
乙
女
の
着
飾
り
座
る	

板
場
　
寛

妻
有
に
は
一と

つ

き月
遅
れ
の
立
春
か

　
　
心
身
軽
ろ
し
雪
解
け
の
空	

島
田
　
眞
之

観
客
に
舞
ひ
く
る
春
の
名
残
雪

　
　
合
唱
隊
の
声
に
融
け
ゆ
く	

（
し
な
ち
く
雪
ま
つ
り
）

個
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
琴
の
音
色
の
彩
々
と

　
　
こ
た
ね
に
春
の
ひ
と
と
き
あ
り
て	

ス
マ
イ
ル
ホ
ー
ム
こ
た
ね	

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
三
月
）

閉へ
い
て
ん店
の
貼は

り
紙が

み

ち
ぎ
れ
二に

月
ぐ
わ
つ

尽じ
ん	

芳
司

コ
ー
ヒ
ー
に
ミ
ル
ク
の
巴

と
も
ゑ

深み

雪ゆ
き

晴ば
れ	

房
良

悴
か
じ
か

む
や
ラ
イ
タ
ー
も
ま
た
吃ど

も

り
が
ち	

兎
月

鬼お
に

打う

ち
し
豆ま

め
か
ど
さ
き

門
先
に
ほ
と
び
を
り	

妙

留る

守す

居ゐ

し
て
気き

儘ま
ま

な
ひ
と
日ひ

春は
る

炬ご

燵た
つ	

貞

な
ぞ
な
ぞ
の
子こ

と
負ま

け
役や

く

の
春は

る

炬ご

燵た
つ	

渡
舟

雪ゆ
き

知し

ら
ぬ
友と

も

へ
雪ゆ

き

見み

の
誘さ

そ

ひ
文ぶ

み	

冬
詩
子

西に
し
が
わ側

に
バ
ラ
色い

ろ

さ
し
て
雪ゆ

き

の
嶺み

ね	

寿
子

節せ
つ
ぶ
ん分

の
入い

り

日ひ

す
と
ん
と
日に

本ほ
ん

海か
い	

酔
花

寄よ

っ
た
だ
け
な
の
に
冬ふ

ゆ

苺
い
ち
ご

の
ケ
ー
キ	

れ
い
子

ひ
ね
く
れ
し
雑
木
も
あ
り
ぬ
雪
解
山	

遺
作
　「
ゆ
き
を
」
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定
期
的
な「
健
診
」、早
め
の「
改
善
」

　
　
　
　
　
早
め
の「
治
療
」が
何
よ
り
大
事

　

今
年
度
の
健
康
診
査
・
各
種
が
ん
検
診
が
春

か
ら
秋
に
か
け
て
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
健
康
診
査
が
重
要
な
の
？

　

健
康
診
査
は
年
一
回
は
保
険
者
が
責
任
を

持
っ
て
行
う
義
務
が
あ
り
、
皆
さ
ん
の
健
康
状

態
を
確
認
し
元
気
で
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
大
事
な
健
診
で
す
。

　

血
液
検
査
、
血
圧
測
定
な
ど
に
よ
り
、
気
に

な
る
症
状
等
が
出
な
い
う
ち
に
、
早
期
に
発
見

し
、
改
善
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ど
こ
で
受
け
ら
れ
る
の
？

　

最
寄
の
地
域
の
公
民
館
等
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

３
月
の
後
半
に
各
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
平

成
25
年
度
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

最
寄
の
会
場
、
又
は
都
合
の
つ
く
日
程
の
会
場

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
し
て
い
な
く
て
も
大
丈
夫
？

　

事
前
に
希
望
さ
れ
る
か
た
は
申
し
込
み
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い

　
年
に
一回
は
健
康
診
査

　
　
　
　
　
　
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
!!

な
く
て
も
会
場
に
お
い
で
い
た
だ
け
れ
ば
受
け

る
事
が
出
来
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
以
外
の
か
た
は

受
診
券
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

　

社
会
保
険
等
の
か
た
は
受
診
券
が
必
要
で
す

の
で
、
保
険
者
か
ら
送
ら
れ
た
、
受
診
券
を
必

ず
会
場
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
検
査
が
受
け
ら
れ
る
の
？

　

身
体
検
査
・
血
圧
・
血
液
検
査
（
脂
質
、
肝

機
能
、
血
糖
検
査
）
尿
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
75
歳
以
上
は
無
料
で
す
。）

　

ま
た
希
望
に
よ
り
心
電
図
（
１
０
０
０
円
）、

眼
底
検
査
（
５
０
０
円
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

各
種
が
ん
検
診
等
も
受
け
ま
し
ょ
う

　

肺
が
ん
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
検
診
、
女
性

は
合
わ
せ
て
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
も
受
け

ま
し
ょ
う
。
男
性
は
前
立
腺
が
ん
検
診
を
受
け

る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

　

40
歳
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
子
宮
が
ん

検
診
は
20
歳
か
ら
、
前
立
腺
が
ん
は
50
歳
か
ら

受
け
て
い
た
だ
き
た
い
検
診
で
す
の
で
年
齢
に

達
し
て
い
る
か
た
は
ぜ
ひ
定
期
的
に
健
診
を
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
日
程
は
健
康
診
査
と
同
じ
く
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
ま
た
は
津
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

～30歳
40～64歳
65～74歳
75歳～　

平成22年度　健診結果 判定での陽性者割合

腹
囲（
津
南
）

腹
囲（
県
）

血
圧（
津
南
）

血
圧（
県
）

脂
質（
津
南
）

脂
質（
県
）

血
糖（
津
南
）

血
糖（
県
）

＜ 女 ＞
脳血管疾患
74.6 心疾患

73.5

糖尿病
30.5

胃がん
79.6

直腸がん
46.9

肺がん
62.1

結腸がん
70.8

肝がん
102.9

子宮がん
104.2

乳がん
117.7

0
50

150

0
50

150

100100

＜ 男 ＞
脳血管疾患
73.1 心疾患

82.8

糖尿病
39

胃がん
70.3

肺がん
98.1

直腸がん
48.5

結腸がん
108.6

肝がん
64.2

前立線がん
82.6

0
50

100
150

0
50

100
150

津
南
町　

過
去
５
年
間
（
平
成
19
年
～
23
年
）

標
準
化
死
亡
比
（
年
齢
構
成
を
調
整
し
全
県
を

１
０
０
と
し
て
換
算
し
た
も
の
。）
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いこう
で

いこう
で

オ
カ
ネ
サ
マ（
庚
申
供
養
）三

一
般
に
は
年
間
六
回
の
庚
申
日
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
日
は
庚
申
供
養
の
日
で
、庚
申
を
祀
り

講
中
の
親
睦
を
深
め
て
い
こ
う
と
い
う
家
単
位

の
構
成
で
、た
い
せ
つ
な
集
会
日
で
し
た
。そ
の

集
会
の
こ
と
を
講
中
と
い
い
ま
す
。

津
南
町
に
お
い
て
は
、集
落
で
講
中
の
結
成

が
早
か
っ
た
も
の
を「
オ
オ
ド
」と
い
い
ま
し
た
。

次
に
結
成
し
た
も
の
を「
ナ
カ
ド
」と
い
い
ま
し

た
。「
ナ
カ
ド
」の
次
に
は「
コ
ド
」と
か「
マ
ゴ

ド
」と
い
っ
た
よ
う
で
す
。講
の
結
成
が
早
い
と

い
う
こ
と
は
、そ
れ
だ
け
に
裕
福
で
あ
る
家
の

集
ま
り
で
あ
っ
た
の
で「
オ
オ
ド
は
旦
那
衆
の

講
中
」な
の
だ
と
話
し
て
く
れ
た
古
老
の
方
も

あ
り
ま
し
た
。

庚
申
研
究
の
先
達
で
あ
る
十
日
町
市
の
上
村

政
基
氏
の
著
書『
雪
国
の
庚
申
さ
ま
』の
な
か
に
、

「
庚
申
講
と
庚
申
盛
り
」に
つ
い
て
詳
し
く
記
述

さ
れ
て
い
ま
す
。講
中
に
つ
い
て
は
、次
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
講
中
で
順
番
に
庚
申
盛
り
を
つ
と
め
て
い

く
の
で
、そ
の
盛
り
番
は
籤
引
き
で
定
め
ら
れ

る
例
が
多
い
。庚
申
待
な
ど
と
い
う
こ
と
ば
は
、

一
般
の
庶
民
た
ち
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ

ず
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う

く
ら
い
に
、庚
申
盛
り
と
い
う
表
現
が
普
通
で

あ
る
。「
盛
る
」は
、当
然
に「
守
る
」と
い
う
信
仰

こ
と
ば
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
に
、む
し
ろ
酒
盛

り
―
食
事
の
機
会
を
設
け
る
と
い
う
意
味
に
変

え
ら
れ
て
い
る
。」と
。

津
南
・
十
日
町
地
域
で
は
、み
な
同
じ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、「
庚
申
を
盛
る
」と
い
う
言
葉

は
津
南
町
で
は
聞
け
ま
せ
ん
で
し
た
。「
庚
申
待

ち
」と
い
う
名
称
は
先
祖
代
々
か
ら
全
く
使
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
ま
し
ょ
う
か
。沢

山
聴
け
た
の
は「
オ
カ
ネ
サ
マ
」「
お
庚
申
さ
ま
」

「
カ
ネ
サ
マ
」で
し
た
。

故
郷
の
庚
申
供
養
は
四
百
年
を
超
え
る
と
書

き
ま
し
た
が
、信
仰
対
象
は
何
な
の
か
と
考
え

ま
す
と
、迷
っ
て
し
ま
っ
て
書
き
進
め
な
く
な

り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、古
老
の
皆
さ
ん
か
ら
の
聞
き
取
り

メ
モ
を
頼
り
に
、講
中
の
呼
び
名
を
整
理
し
た

り
、庚
申
供
養
の
呼
称
を
ま
と
め
た
り
、先
達
の

文
章
か
ら
手
掛
か
り
を
求
め
も
し
ま
し
た
。次

回
は
庚
申
信
仰
に
一
歩
で
も
近
づ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
よ
い
よ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
ａ
ｐ
始
動

汗
出
た
！
声
出
た
！
地
面
出
た
！

春
よ
呼
ぶ 

第
２
回
豪
雪
地
面
出
し
競
争

　

４
月
か
ら
２
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｔ
ａ
ｐ
が
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。Ｔ
ａ

ｐ
事
務
局
を
津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に
置
き
、町

役
場
職
員
と
い
っ
し
ょ
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も「
つ
な
が
り
」を
た
い
せ
つ
に
し
た
活

動
を
展
開
し
、町
民
の
か
た
の「
居
場
所
」と「
出

番
」を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、会
員
募
集
中
で
す
の
で
、広
報
つ
な
ん

３
月
号
の
特
集
や
会
員
申
込
書
を
ご
覧
い
た
だ

き
、楽
し
い
時
間
を
皆
さ
ん
で
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

３
月
20
日（
春
分
の
日
）に
第
２
回
豪
雪
地
面
出

し
競
争
を
津
南
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
ま

し
た
。約
２
ｍ
の
雪
を
地
面
が
出
る
ま
で
掘
り
、そ
の

早
さ
を
競
い
ま
し
た
。一
般
の
部
16
チ
ー
ム
、フ
ァ
ミ

リ
ー
の
部
４
チ
ー
ム
の
総
勢
約
１
０
０
名
が
汗
を

出
し
、声
を
出
し
な
が
ら
雪
と
戦
い
ま
し
た
。

Tap（タップ）始動
４月からNPO法人Tapとして活動を開始

しました。
　今年度も楽しい教室やイベントを企画し
ていきます。

青面金剛

津南町　朴木沢

教室・イベント 内容 日程 対象
ELP
エアロビクス

（会場：総合センター）
簡単にできる
エアロビクス教室

毎週月曜 
昼・夜

40歳
以上

ELP卓球
（会場：総合センター）

女性にも人気！
卓球教室

月曜＝夜
水曜＝昼

40歳
以上

韓国語を学ぼう
（会場：文化センター）

韓国語を楽しく
学べる教室 水曜　夜 どなた

でも

ロコチャレ60
（会場：そだき苑）

ロコモ予防の
ための運動教室

火曜 
10:30 ～

60歳
以上

■子ども対象の「この指とーまれ！」や放課後
クラブも募集中です。

■問合せ先：NPO 法人 Tap 事務局
　（総合センター内　℡ 765-5776）

【
一
般
の
部　

成
績（
上
位
３
位
ま
で
）】

１
位 

遊
友
会 

８
分
27
秒

２
位 

メ
ッ
ツ 

８
分
42
秒

３
位 

津
南
町
テ
ニ
ス
協
会 

９
分
26
秒

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
】

１
位 

大
道
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
チ
ー
ム
Ｂ 

12
分
14
秒

２
位 

大
道
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
チ
ー
ム
Ａ 

12
分
35
秒

３
位 

チ
ー
ム
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ 

15
分
01
秒

参加チームは中学校陸上部や若者、女性、家族など様々な世代
が参加し、自前の衣装を着て掘るチームもありました。

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

191
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２
月
16
日
、
津
南
町
役
場
に
お
い

て
「
家
族
経
営
協
定
調
印
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
協
定
を
締
結
し
た
農
家
は
、

貝
坂
の
桑
原
健
太
郎
さ
ん
と
妻
の
幸

枝
さ
ん
で
、
後
継
者
の
健
さ
ん
と
妻

の
美
紀
さ
ん
を
加
え
て
の
再
締
結
に

な
り
ま
す
。

　

我
国
の
食
料
は
、自
給
率
が
示
す

よ
う
に
そ
の
大
半
を
諸
外
国
に
依
存

し
て
い
ま
す
。ま
さ
に
薄
氷
上
の
生

命
線
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
で
あ
り
ま
す
が
、

全
国
的
に
農
地
の
遊
休
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。残
念
な
が
ら
当
町
に
お
い

て
も
就
農
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

農
地
の
効
率
利
用
は
、そ
の
権
利

を
有
す
る
者
の
重
要
な
責
務
で
あ
り

ま
す
。政
府
も
こ
の
問
題
は
喫
緊
の

課
題
と
し
て
、対
策
を
講
ず
る
べ
き

姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

家
族
み
ん
な
で
経
営
参
画

　
　
　

家
族
経
営
協
定
書
に
調
印

農
地
の
有
効
利
用

農
業
委
員
会
の

窓

　

桑
原
さ
ん
は
、
農
事
組
合
法
人
グ

リ
ー
ン
ア
ー
ス
津
南
の
代
表
で
、
水

田
約
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
加
工
ト
マ
ト
、

ユ
リ
の
球
根
養
成
な
ど
の
畑
作
約
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
経
営
し
、
作
業
受
託

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

協
定
書
の
内
容
は
、
家
族
全
員
で

相
談
し
、
農
業
経
営
に
お
け
る
役
割

の
ほ
か
、
家
族
の
中
で
の
あ
い
さ
つ

と
会
話
を
た
い
せ
つ
に
す
る
こ
と
、

介
護
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
掲
げ
、

桑
原
家
の
暖
か
な
雰
囲
気
が
伝
わ
っ

て
く
る
協
定
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
経
営
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

に
よ
り
、
認
定
農
業
者
の
共
同
申
請

や
農
業
者
年
金
制
度
に
お
け
る
国
庫

補
助
が
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

調
印
式
は
、
上
村
町
長
、
石
黒
県

農
業
振
興
部
副
部
長
、
上
村
農
業
委

員
会
長
の
立
会
の
も
と
、
終
始
和
や

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

何
れ
に
せ
よ
農
地
は
食
糧
を
生
産

す
る
重
要
な
土
地
で
あ
り
ま
す
。次

の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
農
地

の
有
効
活
用
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

「家族経営協定」とは？
　家族農業経営にたずさわる各世帯が、意欲とやりが
いを持って経営に参画できる魅力的な農業経営をめざ
し、経営方針や役割分担、家族みんなが働きやすい就
業環境などについて、家族間の十分な話し合いに基づ
き、取り決めるものです。
「家族経営協定」を締結する目的は？
　農業経営を経営主だけでなく、配偶者や後継者にとっ
ても、魅力的でやりがいのあるものにするためには、
家族みんなが主体的に経営に参画でき、意欲と能力を
存分に発揮できる環境を整備することが重要です。家
族で十分に話し合うことが農業経営の改善につながり
ます。
「家族経営協定」の制度上のメリット
①農業経営改善計画の共同申請が認められ、夫婦や親

子で認定農業者になることができる。
②農業者年金制度における国庫助成が受けられる。
③女性農業者や後継者が農業改良資金等の貸付を受け

ようとした場合の要件となる。
④協定者の誰でも、農地のあっせんを受けられる。
⑤エコファーマーの認定を受けるときに、共同申請が

できる。

〜
農
業
委
員
会
の
主
な
動
き
〜

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
２
月
〕

　

18
日　

家
族
経
営
協
定
調
印
式

　

25
日　

第
20
回
農
業
委
員
会
総
会

〔
３
月
〕

　

６
日　

農
政
・
振
興
部
会

　

８
日　

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ラ
イ
ス

　
　
　
　

運
動
推
進
大
会

　

25
日　

第
21
回
農
業
委
員
会
総
会

〔
４
月
〕

　

２
日　

狭
山
市
民
農
業
体
験

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
４
月
〕

　

26
日　

第
22
回
農
業
委
員
会
総
会

〔
５
月
〕

　

24
日　

第
23
回
農
業
委
員
会
総
会

↑荒廃しつつある農地

↑荒廃農地の再生作業
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皆さん、こんにちは。農村地域生活アドバイザー通信

です。

卯月　（四月）、　待ちに待った新緑が眩しい季節の到

来。そして、新しい年度がスタートしました。

今月のアドバイザー通信は、「我が家のごっつぉ」料理

に代わり、このアドバイザーっていったいどんな資格な

の？どんな活動を行っているの？という疑問について、

皆さんにお伝えしたいと思います。

Q：「農村地域生活アドバイザー」って何ですか?!
A：「農村地域生活アドバイザー」（以下、生活アドバイ

ザー）とは、農村地域において農業に従事していて、生活

や地域社会活動等を意欲的に実践している人を県が認

定するものです。主に農村女性の能力発揮による、地域

の活性化の促進を目的としています。津南町では、県か

ら認定を受けた生活アドバイザーが24年度末時点で12

名います。

このような認定要領の名称は都道府県によって異な

り、長野県では農村生活マイスター、他県では女性農業

経営アドバイザーなどと言われているようです。

Q：どのような活動を行っているの？！
A：津南町では、町内小学校で「食育講座」を開催したり、

過去には、ニューグリーンピア津南でのバイキング料理

の一部を提供したり、23・24年度で特産品開発にも取

り組みました。あとは、おなじみのこのコーナーでの会

員による「我が家のごっつお」料理紹介です。

生活アドバイザーは、認定を受けるには様々な要件を満

たす必要がありますが、県内のアドバイザーのかたとも交

流でき、実に様々な人との出会いにつなげることができま

す。この生活アドバイザーに仲間入りしてみませんか。

■申込・お問い合わせ
役場地域振興課　Tel765-3115

アドバイザー通信

結婚相談員から

を込めて
愛

津南町特産品お披露目会



戸 籍 の 窓

■人口10,690（−45）　男5,193（−26）　女5,497（−19）

■世帯数3,621（−7）　■転入／ 29　■転出／ 63　■出生／ 5　■死亡／ 16　■婚姻／ 74月1日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●平成24年度、新潟県指定史跡１件と津南
町指定文化財２件が指定されました。

①今井城跡
　津南町の今井城が重要な遺跡

であるとして、新潟県指定史跡

に指定されました。

今井城は、戦国時代に河岸段丘

の先端を利用して築城され、現

在でも当時の堀や畝
うねがた

形阻
そ

塞
さい

と呼

ばれる構造が残っています。

②吉祥寺の鰐
わにぐち

口
　鰐口とは、仏堂の入り口の軒先につりさげられ

ている鐘のことです。吉祥寺に保存されている鰐

口には、「上野国府中窪寺薬師堂鰐口　応永五年

…」との刻印があり、津南町の中世を語り、群馬新

田氏の越後進出を紐解く貴重な資料であること

から指定されました。

③古型マンモス臼
きゅう

歯
し

化石
　昭和41年、津南町穴藤の中津川の河原のおよ

そ115万年前の火山灰層（SK030）の側から発見

された古型マンモス類の臼歯化石は、新潟県内で

も3例目の発見例で、全国的にも貴重な資料であ

ることから指定されました。現在、農と縄文の体

験実習館に展示をしています。

●天然記念物　カモシカについて
　カモシカは、天然記念物に指定されていますので、見つけた場合は遠くから見守

りましょう。もし、死亡しているのを見つけた場合には、速やかに教育委員会文化財

班(TEL765-5511)に連絡してください。近年、放鳥されている朱

鷺も同様となります。皆様のご協力をよろしくお願いします。

※友の会の皆さんは半額です。

今井城跡

吉祥寺の鰐口

古型マンモス類の臼歯化石

島田　想
そ ら

愛（赤沢）  雅彦さん
 ジョイスさん
島田　侑

ゆ あ

愛（赤沢） 雅彦さん
 ジョイスさん
小野塚　百

もも

香
か

（辰ノ口） 克幸さん
 彰子さん
冨沢　佳

か

音
のん

（谷内） 克之さん
 加津子さん
鈴木　陸

りく

（割野） 浩明さん
 紗世さん
富澤　春

はる

陽
ひ

（船山） 一実さん
 恵理さん

桑原顯子さん	 （77歳・反里口）

福𠩤寅春さん （82歳・外丸）

中村敏彦さん	 （58歳・堂平）

大口重三郎さん	 （86歳・米原）
髙波　茂さん	 （80歳・穴山）

中山サダさん	 （82歳・船山新田）

桑原シマさん	 （94歳・貝坂）

風巻シゲノさん	 （95歳・陣場下）
石田ミヨさん	 （83歳・逆巻）

石田かつ子さん	 （90歳・反里）
根津ハルさん	 （86歳・赤沢）

山田正治さん	 （89歳・逆巻）

山本ミトさん	 （99歳・美雪町）

江村としえさん	 （62歳・大井平）
山本 二さん	 （70歳・出浦）

石澤益夫さん	 （87歳・上野）

河田スイさん	 （96歳・亀岡）

関谷雄輔さん 　（上段）
高橋亜由美さん （小島） ｝
田中健介さん （岐阜県）
涌井　遥さん （割野） ｝
齊川大輔さん （上越市）
中澤裕美さん （十二ノ木） ｝
山田剛士さん（大割野）
半戸由美さん（朴木沢） ｝

口和哉さん（船山）
杉本まみなさん（鹿児島県） ｝
北村要人さん（上段）
小山知子さん（十日町市） ｝
大平政志さん（割野）
山上希望さん（石川県） ｝

5 月 【なじょもん☎ 765-5511】

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります

日 時 プログラム 金額 対 象

3日㈷

10：00〜 縄文まるごと一日体験（野外）1,500 低学年から

10：00〜 勾玉作り 500 低学年から

13：30〜 わら細工(わら草履作り） 500 高学年から

4日㈯

10：00〜 縄文まるごと一日体験（野外）1,500 低学年から

10：00〜 勾玉作り 500 低学年から

13：30〜 探しに行こう春の味（野外） 400 低学年から

日 時 プログラム 金額 対 象

5日㈰
10：00〜

勾玉作り 500 低学年から

こだわりの勾玉作り 600 低学年から

琥珀の勾玉作り 1,000 高学年から

13：30〜 探しに行こう春の味（野外） 400 低学年から

6日㈷

10：00〜 勾玉作り 500 低学年から

10：00〜 アンギン編み本物一日体験 1,500 中学年から

9：00〜 バードウォッチング（野外） 300 低学年から

11日㈯ 13：30〜 草木染め（よもぎ・ふきのとう） 500 低学年から

12日㈰ 13：30〜 もぐさあんぼ 800 低学年から

15日㈬ 19：00〜 星空観察会（野外） 300 低学年から

18日㈯ 10：00〜 そば打ち 800 中学年から

19日㈰
9：00〜 田ぶち（野外） 無料 低学年から

13：30〜 土器作りパートⅠ 300 低学年から

25日㈯ 9：00〜 苗場山の麓を歩く（野外） 800 高学年から

26日㈰
9：00〜 カラムシ植え替え（野外） 無料 低学年から

13：30〜 土器作りパートⅡ 600 低学年から
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